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、 対 話 者 と の 自然 な 対話 の た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス を 備 | юна б-а | 
| PA 

えた ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト を 提供 する 。 だ TS шо Ра 
【 解決 手段 】 ロ ボッ ト は 、 音 声 信号 や 画像 信号 を 受信 す ai. 
る 複数 の タイ プ の 受信 チャ ネル 521 522, 523 チャ ネル タイ 1 же | FATS 
を 備え る 。 制 御 モ ジュ ー ル 5 1 0 は 、 受 信 チ ャ ネル 5 2 ЕЕ 
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ル 5 3 0 は 、 信 頼 水準 の 評価 結果 に 依存 する メッ セー ジ 7 ЕА ы 
を 生成 し 、 出 力 チ ャ ネル 531 532, 533 出力 す | а = 
る 。 > 
【 効果 】 ロボ ッ ト の 対話 者 と 自然 な 対話 を 行い 、 対 話 の sá 
品質 を 改良 する 。 回 
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特許 請求 の 範囲 】 

請求 項 1 】 

異な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自然 な コミ ュ ニ ケー ショ 
ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送信 チャ ネル を 
含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、 前 記 チ ャ ネル の 入力 ノ 出 力 の た め の 
制御 モジ ュー ル と 、 を 含む ヒ ユ ー マ ノ イド ロボ ッ ト で あっ て 、 

前 記 制 御 モ ジュ ー ル は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ セ 
ー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 
第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 
の 実行 に 基づき 前 記 ロ ボッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 
され る 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト で あり 、 

第 1 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位置 的 、 ま た は 符号 メッ セー ジ の 


と で 


各 タ イプ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル 


で あり 、 第 2 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位 置 的 、 ま た は 符号 メッ セ 


ー ジ の 各 タ イプ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 前 記 第 1 の タイ プ と は 異な る 第 2 の タイ プ の 


メッ セー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル で あり 、 
前 記 制 御 モ ジュ ー ル は 、 前 記 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル 上 で 受 


信 さ れ た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 信頼 水準 を 評価 し 、 前 記 第 2 の タ 


イプ の メッ セー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル 上 に その 内 容 が 前 記 信頼 水準 に 依存 する 少な く 


と も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する こと が で きる 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト 。 
【 請求 項 2 】 

前 記 チ ャ ネル は 、 可 聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位 置 的 、 ま た は 符号 メッ セー ジ を 
送信 お よび ププ また は 受信 する た め の 通 信 チ ャ ネル 和 群 か ら 選 択 さ れる 、 請 求 項 1 に 記載 の ヒ 
ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト 。 

【 請求 項 3 】 

第 1 の 通信 チャ ネル は 音声 送信 チャ ネル で あり 、 第 2 の 通信 チャ ネル は 前 記 少 な く と も 
1 人 の 対話 者 に よる 前 記 ロ ボッ ト の 少な く と も 一 部 の 身振り お よび ププ ま た は 位置 を 受信 す 
る た め の チ ャ ネル で あり 、 

前 記 身 振り お よび また は 位置 は 前 記 対 話 者 に より 前 記 ロ ボッ ト に 伝え られ る 入力 を 表 
し 、 

前 記入 力 の 仕様 は 、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 送信 され た 前 記 メ ッ セ ー ジ に より 、 前 記 口 
ボッ ト に より 前 記 対 話 者 に 対し 規定 され る 、 請 求 項 2 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 
【 請求 項 4 】 

前 記 対 話 者 が 前 記 第 2 の チャ ネル 内 へ の 前 記入 力 を 検証 する 第 3 の 触 知能 通信 チャ ネル 
を さら に 含む 、 請 求 項 3 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 

【 請求 項 5】 
前 記 第 1 の チャ ネル は 、 ПЕВА НИЈЕ RENO NARRO) ARE, 


NB? ууй суйши. MEROS: ЖЕНЯ! OA9 4—YO 


繰り 返し の 要求 と 、 前 記 フ ィ ル タ の 前 記 表 現 の サブ セッ ト の 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 前 記 


対話 者 に より 送信 され る 第 3 の メッ セー ジ に よる 確認 の 要求 と 、 少なくとも 1 つの 第 3 の 


チャ ネル 上 の 少な く と も 1 つの 他 の メッ セー ジ の 前 記 対 話 者 に よる 送信 の 要求 と 、 か ら な 


る 要求 の 群 か ら 発 見 的 方 法 に より 選択 され る 、 請 求 項 2 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 


【 請求 項 6 】 
前 記 第 1 と 第 2 の チャ ネル 上 の 前 記 メ ッ セ ー ジ の 半 二 重 モ ー ド で の 順番 を 保証 する よう 


と で 


г 


に 構成 され る 、 請求 項 5 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 
請求 項 7 】 
前 記 発 見 的 方 法 は 前 記 期 待 認識 率 に 基づき 決定 され る 閣 値 に 関す る 実 認識 率 の 位置 の 関 


— | 


、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で の 聴取 開始 信号 を 前 記 第 2 の チャ ネル 上 で 送信 する よう に さ 
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数 で ある 、 請求 項 5 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 
【 請求 項 8 】 
前 記 第 3 の チャ ネル は 人 触覚 的 受信 の た め の ま た は 前 記 ロ ボッ ト の 一 部 か ら 身 振り を 受信 


する た め の チ ャ ネル で ある 、 請 求 項 5 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 
【 請求 項 9 】 
電子 メー ル シ ス テム と イン ター フェ ー ス する た め の モ ジュ ー ル で あっ て 、 前 記 第 1 と 第 


2 の チャ ネル を 使用 する こと に より 、 前 記 電子 メー ル シ ス テム 上 の アカ ウン ト の ホル ダ が 


前 記 ロ ボッ ト を 、 前 記 第 2 の チャ ネル 上 の 電子 メー ル を 受信 し 読み 込み 、 前 記 第 1 の チ 


= 


ネル 上 で 書き 込み 送信 し 、 対 話 に より 前 記 ア カウ ント を 管理 する た め の エ エー ジェント 


ロボ ッ ト 。 
請求 項 1 0 】 
前 記 第 3 の チャ ネル は 前 記 第 1 の チャ ネル の 前 記 フ ィ ル タ の 表現 の 前 記 リ スト に 対応 す 


ヤ 
と し て 使用 で きる よう に する 、 モ ジュ ー ル 、 を さら に 含む 請求 項 2 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イ 
ド 
【 


る 対象 物 の 像 の 可視 受信 の た め の チ ャ ネル で あり 、 
前 記 像 は 、 前 記 表 現 と 共に 以前 に 記録 され た 前 記 対 象 物 の 像 の デー タベース で あっ て 前 


記 通 信 チ ャ ネル の 入力 出力 の た め の 前 記 制 御 モ ジュ ー ル に より アク セス 可能 な デー タ ベ 


ー ス と 比較 され る 、 請 求 項 5 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 
【 請求 項 1 1 】 

第 1 の 通信 チャ ネル は 可視 メッ セー ジ を 受信 する た め の チ ャ ネル で あり 、 第 2 の 通信 チ 
ャ ネル は 音声 メッ セー ジ を 送信 する た め の チ ャ ネル で あり 、 

前 記 制 御 モ ジュ ー ル は 、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 口 
ボッ ト に よる 理解 の 信頼 水準 を 評価 し 、 前 記 第 2 の チャ ネル 上 に その 内 容 が 前 記 信 頼 水 準 
に 依存 する 少な く と も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する こと が で きる 、 請 求 項 2 に 記載 
の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 

【 請求 項 1 2] 

前 記 第 1 の チャ ネル は 、 そ れ ぞ れ が 期待 認識 率 と 関連 付け られ た 表現 の リス ト に より 、 
受信 され た 前 記 メ ッ セ ー ジ の 像 を 認識 する た め の フ ィ ル タ を 含み 、 

前 記 第 2 の メッ セー ジ の 前 記 内 容 は 、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 の 前 記 第 1 の メッ セー ジ の 
繰り 返し の 要求 と 、 前 記 フ ィ ル タ の 前 記 表 現 の サブ セッ ト の 音声 メッ セー ジ を 受信 する た 
め の 第 3 の チャ ネル 上 で 前 記 対 話 者 に より 送信 され る 第 3 の メッ セー ジ に よる 確認 の 要求 
と 、 少 な く と も 1 つの 第 4 の チャ ネル 上 の 少な く と も 1 つの 他 の メッ セー ジ の 前 記 対 話 者 
に よる 送信 の 要求 と 、 か ら な る 要求 の 群 か ら 発 見 的 方 法 に より 選択 され る 、 請 求 項 1 1 に 
記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 

【 請求 項 1 3] 

前 記 チ ャ ネル の 少な く と も 1 つ は 、 前 記入 力 と 出力 の た め の 前 記 制 御 モ ジュ ー ル に より 
マー ジ さ れ た 2 つの チャ ネル の 出力 を 入力 と し て 受信 する ハイ ブリ ッ ド チャ ネル で ある 、 
請求 項 1 に 記載 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト 。 

【 請求 項 1 4] 

少な く と も 1 人 の 対話 者 と ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 通信 の 制御 方 法 で あっ て 、 

異な る 様式 を 使用 する 通信 チャ ネル に よる メッ セー ジ 送 信 の 少な く と も 2 つの 工程 で あ 
っ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 和 群 か ら 選 択 さ れる 2 РОТ 
程 と 、 

前 記 チ ャ ネル の 入力 / 出 力 を 制御 する 工程 と 、 を 含み 、 

前 記 制 御 工程 は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ セー ジ を 
組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 第 2 の 
メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 の 実行 
に 基づき 前 記 品 ボッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 され 、 
第 1 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位 置 的 、 ま た は 符号 メッ セー ジ の 各 


タイ プ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル で 


あり 、 第 2 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位 置 的 、 ま た は 符号 メッ セー 
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ジ の 各 タ イプ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 前 記 第 1 の タイ プ と は 異な る 第 2 の タイ プ の メ 


ッ セ ー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル で あり 、 
前 記 制 御 工 程 は 、 前 記 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル 上 で 受信 され 


た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 信頼 水準 を 評価 し 、 前 記 第 2 の タイ プ の 


メッ セー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル 上 に その 内 容 が 前 記 信 頼 水 準 に 依存 する 少な く と も 1 


つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する こと が で きる 、 方 法 。 
【 請求 項 15】 

コン ピュ ー タ プロ グラ ム が コン ピュ ー タ 上 で 実行 され る と 請求 項 1 4 に 記載 の 方 法 の 実 
行 を 可能 に する プロ グラ ムコ ー ド 命令 を 含む コン ピュ ー タ プロ グラ ム で あっ て 、 

前 記 プ ログ ラム は 、 異 な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自然 
な コミ ュ ニ ケー ショ ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネ 
ル と 送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 少な く と も 2 つの チャ ネル と 、 前 記 
チャ ネル の 入力 / 出 力 の 制御 の た め の サ ブル ー チ ン と 、 を 含む ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト を 
可能 に する よう に 構成 され 、 

前 記 制 御 サ ブル ー チ ン は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ 
セー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され 
た 第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機 
能 の 実行 に 基づき 前 記 ロ ボッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構 
成 さ れる 、 コ ンピュータ プロ グラ ム 。 

【 請求 項 1 6] 

異な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自然 な コミ ュ ニ ケー ショ 
ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送信 チャ ネル を 
含む お チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 少な く と も 2 つの チャ ネル と 、 前 記 チ ャ ネル の 入力 / 出 
力 の た め の 制 御 モ ジュ ー ル と 、 を 含む 少な く と も 1 つの ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 少な く 
と も 1 人 の 対話 者 と の 間 の 通信 イン ター フェ ー ス を 編集 お よび 制御 する 方 法 で あっ て 、 

前 記 制 御 モ ジュ ー ル は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ セ 
ー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 
第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 
の 実行 に 基づき 前 記 ロ ボッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 
され 、 

前 記 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 工程 を さら に 含み 、 

第 1 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位置 的 、 ま た は 符号 メッ セー ジ の 各 


タイ プ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル で 


あり 、 第 2 の チャ ネル は 可聴 、 可 視 、 触 知 可 能 、 身 振り の 、 位 置 的 、 ま た は 符号 メッ セー 


ジ の 各 タ イプ の メッ セー ジ か ら 選 択 さ れる 前 記 第 1 の タイ プ と は 異な る 第 2 の タイ プ の メ 


ッ セ ー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル で あり 、 
前 記 制 御 モ ジュ ー ル は 、 前 記 第 1 の タイ プ の メッ セー ジ を 受信 する 受信 チャ ネル 上 で 受 


信 さ れ た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 信頼 水準 を 評価 し 、 前 記 第 2 の タ 


イプ の メッ セー ジ を 送信 する 送信 チャ ネル 上 に その 内 容 が 前 記 信頼 水準 に 依存 する 少な く 


と も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する と と が で きる 、、 方 法 。 
【 請 求 項 1 7 】 

前 記 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 前 記 工 程 は 、 音 声 送 信 チ ャ ネル を 装っ た 第 1 の 通 
信 チ ャ ネル と 、 前 記 少な く と も 1 人 の 対話 者 に より 前 記 ロ ボッ ト の 一 肢 上 に 加え られ た 少 
な く と も 1 つの 身振り を 受信 する た め の チ ャ ネル を 装っ た 第 2 の 通信 チャ ネル と 、 を 規定 
する 少な く と も 1 つの 下位 工程 と 、 

前 記 対 話 者 に より 前 記 ロ ボッ ト に 伝え られ た 前 記 少 な く と も 1 つの 身振り と 入力 と の 対 
応 を 規定 する 下位 工程 と 、 

前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 前 記 ロ ボッ ト に より 前 記 対 話 者 に 送信 され る 少な く と も 1 つの 
メッ セー ジ を 生成 する こと に より 前 記入 力 の 仕様 を 規定 する 下位 工程 と 、 を 含む 、 請 求 項 
1 6 に 記載 の 編集 お よび 制御 する 方 法 。 
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と で 


請求 項 1 8 】 

第 3 の 触 知 通信 チャ ネル を 定義 し 、 こ れ に より 前 記 対 話 者 が 前 記 第 2 の チャ ネル に 対し 
行わ れ た 前 記入 力 を 検証 する 下位 工程 、 を さら に 含む 請求 項 1 7 に 記載 の 編集 し 制御 する 
方 法 。 

【 請求 項 1 9] 

前 記 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 前 記 工 程 は 、 

音声 メッ セー ジ を 受信 する チャ ネル を 装っ た 第 1 の 通信 チャ ネル と 音声 メッ セー ジ を 送 
信 す る た め の チ ャ ネル を 装っ た 第 2 の 通信 チャ ネル と を 規定 する 少な く と も 1 つの 下位 エエ 
程 と 、 

前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 信頼 
水準 を 評価 する た め の 機 能 を 規定 する 下位 工程 と 、 

その 内 容 が 前 記 信頼 水準 に 依存 する 前 記 第 2 の チャ ネル 上 の 少な く と も 1 つの 第 2 の メ 
ッ セ ー ジ の 生成 を 規定 する 下位 工程 と 、 を 含む 、 請 求 項 1 6 に 記載 の 編集 お よび 制御 する 
方 法 。 

【 請求 項 2 0] 

コン ピュ ー タ プロ グラ ム が コン ピュ ー タ 上 で 実行 され る と 請求 項 1 6 に 記載 の 方 法 を 実 
行 す る た め の プ ログ ラム コー ド 命 令 を 含む お コンピ ュー タプ ログ ラム で あっ て 、 

前 記 プ ログ ラム は 、 異 な る 様式 に 応じ た 、 少 な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自 
然 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ 
ネル と 送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、 前 記 チ ャ ネル 
の 入力 / 出 力 を 制御 する た め の サ ブル ー チ ン と 、 を 含む ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト を プロ グ 
ラム で きる よう に 構成 され 、 

前 記 コ ンピュータ プロ グラ ム は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 ンプ 送信 され 
た メッ セー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生 
成 さ れ た 第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ 前 記 ロ ボッ ト に 
より 実行 され る 少な く と も 1 つの 機能 を 制御 する た め の 前 記 サ ブル ー チ ン 内 で プロ グラ ム 
する た め の モ ジュ ー ル を 含む お 、 コ ンピュータ プロ グラ ム 。 

【 請求 項 21 】 

少な く と も 1 つの パラ メー タ を 制御 ボッ クス に 渡す こと を プロ グラ ム す る た め の モ ジュ 
ー ル を さら に 含む お 請求 項 2 0 に 記載 の コン ピュ ー タ プロ グラ ム 。 

【 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
[0001] 

本 発明 は ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 分 野 に 属す る 。 よ り 正 確 に は 、 本 発明 は 、 ユ ー ザ の 
命令 に 基づく 行為 の 前 記 ロ ボッ ト に よる 実行 と 、 前 記 ロ ボッ ト に よる 適切 な 回 答 の 提供 と 
、 よ り 一 般 的 な や り 方 で は 前 記 ロ ボッ ト と その 対話 者 また は 複数 の 対話 者 と の 「 ヒュ ー マ 
ノイ ド 関係 」 の 確立 と 、 を 可能 に する よう に 、 こ の 種 の ロボ ッ ト と の 対話 の た め の イ ンタ 
ー フ ェ ー ス を プロ グラ ム し 採用 する 方 法 に 適用 され る 。 

【 背景 技術 】 
[0002] 

ロボ ッ ト は 、 人 間 の 外観 お よび 機能 : FB. В. MM. 任意 選択 的 に 両手 、 両 脚 、 両 足 な 
どの いく つか の 属性 を 有する 限り ヒュ ー マ ノ イド と 称 さ れる こと が ある 。 外観 以外 で は 、 
ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト が 達成 で きる 機能 は 、 運 動 を 行い 、 話 し 、「 推論 する 」 た め の そ 
の 能力 に 依存 する 。 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト は 四肢 また は 頭 を 使っ て 歩行 し 、 身 振り を す 
る こと が で きる 。 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト が 行え る 身振り の 複雑 さ は 引き 続き 増加 し て い 
5. 

[0003] 

いく つか の ロボ ッ ト は 環境 か ら の 刺激 に 応じ て 話す こと が で きる 。 相互 作用 の 可能 性 を 
著しく 豊か に する いく つか の ロボ ッ ト と 人 間 と の 対話 の た め の 機 能 を 開発 で きる よう に す 
る 音声 認識 お よび 合成 ツー ル の 開発 も な され て きた 。 こ の よう な 言葉 を 使用 する 人 間 - ロ 
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ボッ トイ ンタ フェ ー ス は 、 特に 米国 特許 出願 公開 第 2009 プ 287678 号 明細 書 だ け 
で な く 米 国 特許 第 7 , 7 1 1 , 569 号 明細 書 に より 開示 され て いる 。 
[0004] 

これ ら の 従来 技術 文書 で は 、 音 声 認識 に 固有 の 不 完全 性 は 、 デ ー タ ベー ス へ の アク セス 
を 必要 と する 意味 論 的 お よび また は 文脈 論 的 支援 に 訴え る こと に より 、 学 習 に より 、 認 
識 の 疑い ( 低 認識 信頼 区 間 、 偽 陽性 、 偽 陰性 な ど ) を 解消 で きる よう に 大 き な 計 算 資 源 を 
利用 する こと に より 、 緩 和 さ れる 。 こ れ ら の 手段 の 利用 は 、 移 動 運 動 な どの その 最 重 要 処 
理 を 管理 する よう に その 計算 資源 が 経済 的 で な けれ ば な ら な い 多 機能 ヒュ ー マ ノ イド ロボ 
ッ ト の 場合 は 、 適 切 で な い 。 

[0005] 

8150 9 ЖУК 上 に 埋め 込ま れ た 計算 資源 を 使用 する こと に より 簡単 か つ 効 果 的 や り 方 で 
、 不 完全 な まま と な る セン サ と ソフ トウ ェ ア に より 行わ れる 認識 に 関す る 疑い を 解消 で き 
る ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト を 有する こと が で きれ ば 有利 だ ろう 。 

【 発明 の 概要 】 
【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
[0006] 

本 発明 は 、 回 答 の 確認 の 自然 な モー ド を 使用 する ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 対話 の た 
め の イ ンタ ー フ ェ ー ス を 提供 する こと に より この 問題 を 解決 する 。 

[0007] 

この 目的 の た め 、 本 発明 は 、 異 な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー 
ジ の 自然 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受 
信 チ ャ ネル と 送信 チャ ネル を 含む お チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、2 つ の 
チャ ネル の 入力 ノ / 出 力 の た め の 制 御 モ ジュ ー ル と 、 を 含む ヒューマノイド ロボ ッ ト を 開示 
する 。 制御 モジ ュー ル は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ セ 
ー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 
第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 
の 実行 に 基づき 前 記 ロ ボッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 
され る 。 

[0008] 

有利 に は 、 前記 通信 チャ ネル は 、 可 聴 、 可 視 、 触 知 可 能 メ ッ セ ー ジ 、 ロ ボッ ト の 少な く 
と も 一 部 分 の 移動 お よび プ ま た は 位置 に 関す る メッ セー ジ 、 お よび デジ タル メッ セー ジ を 
送信 お よび また は 受信 する 為 の 通信 チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 。 

[0009] 

有利 に は 、 第 1 の 通信 チャ ネル は 音声 送信 チャ ネル で あり 、 第 2 の 通信 チャ ネル は 少な 
く と も 前 記 1 人 の 対話 者 に よる ロボ ッ ト の 少な く と も 一 部 分 か ら の 移動 お よび プ ま た は 位 
置 を 受信 する た め の チ ャ ネル で ある 。 前 記 移 動 お よび また は 位置 は 、 対 話 者 に より ロボ 
ッ ト に 伝え られ る 入力 を 表し 、 入 力 の 前 記 仕 様 は 、 第 1 の チャ ネル 上 で 送信 され た メッ セ 
ー ジ に より ロボ ッ ト に より 対話 者 に 対し 規定 され る 。 


[0010] 

有利 に は 、 本 発明 の ロボ ッ ト は さら に 、 対 話 者 が 第 2 の チャ ネル に 対し 行わ れ た 入力 を 
検証 する 第 3 の 触 知 通信 チャ ネル (ta cti | e communication ch 
annel ) を 含む 。 

[0011] 


有利 に は 、 第 1 の 通信 チャ ネル は 音声 メッ セー ジ を 受信 する た め の チ ャ ネル で あり 、 第 
2 の 通信 チャ ネル は 音声 メッ セー ジ を 送信 する た め の チ ャ ネル で あり 、 前 記 制 御 モ ジュ ー 
ル は 、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 
信頼 水準 を 評価 し 、 前 記 第 2 の チャ ネル 上 に その 内 容 が 前 記 信頼 水準 に 依存 する 少な く と 
も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する こと が で きる 。 

[0012] 
有利 に は 、 第 1 の チャ ネル は 、 そ れ ぞ れ が 期待 認識 率 と 関連 付け られ た 表現 の リス ト に 
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より 、 受信 され た メッ セー ジ を 音声 認識 する た め フ ィ ル タ を 含み 、 第 2 の メッ セー ジ の 内 
容 は 、 第 1 の チャ ネル 上 の 第 1 の メッ セー ジ の 繰り 返し の 要求 と 、 フィル タ の 表現 の サブ 
セッ ト の 第 1 の チャ ネル 上 で 対話 者 に より 送信 され る 第 3 の メッ セー ジ に よる 確認 の 要求 
と 、 少 な く と も 1 つの 第 3 の チャ ネル 上 の 少な く と も 別 の メッ セー ジ に お ける 対話 者 に よ 
る 送信 の 要求 と 、 か ら な る 要求 の 群 か ら 発見 的 方 法 に より 選択 され る 。 

[0013] 

有利 に は 、 本 発明 の ロボ ッ ト は 、 第 1 と 第 2 の チャ ネル 上 の メッ セー ジ の 半 二 重 モ ー ド 
で の 順番 を 保証 する よう に 、 第 1 の チャ ネル 上 で の 聴取 開始 信号 (si gnal o f 


start of listening) を 第 2 の チャ ネル 上 で 送信 する よう に 構成 され 
て いる 。 

[0014] 

МЕН, БОБО ЖАНА ИЕ, НЕ RES 1 5 BME KC Б] 9 2 RRR 
率 (r eal recognition гат е) の 位置 の 関数 で ある 。 

[0015] 


有利 に は 、 前 記 第 3 の チャ ネル は 、 触 知 的 受信 の た め の 、 ま た は ロボ ッ ト の 一 部 か ら 和 移 
動 を 受信 する た め の チ ャ ネル で ある 。 

[0016] 

有利 に は 、 本 発明 の ロボ ッ ト は さら に 、 電子 メー ル シ ス テム と イン ター フェ ー ス する た 
め の モ ジュ ー ル を 含む 。 こ の 前 記 こ の モジ ュー ル は 、 前 記 第 1 と 第 2 の チャ ネル を 使用 す 
る こと に より 、 前 記 電 子 メ ー ル シス テム 上 の アカ ウン ト の ホル ダ が 前 記 ロ ボッ ト を 、 第 2 
の チャ ネル 上 で 電子 メッ セー ジ を 受信 し 読み 、 第 1 の チャ ネル 上 で 電子 メッ セー ジ を 書 
き 送り 、 対 話 に より 前 記 ア カウ ント を 管理 する た め の エ エー ジェント と し て 使用 で きる よ 


うに する 。 

[0017] 

有利 に は 、 前 記 第 3 の チャ ネル は 、 第 1 の チャ ネル の フィ ル タ の 表現 の リス ト に 対応 す 
る 対象 物 の 像 の 可視 受信 (vi s ual reception) の た め の チ ャ ネル で あり 


、 前記 像 は 、 前 記 表 現 と 共に 以前 に 記録 され た 前 記 対 象 物 の 像 の デー タベース で あっ て 前 
記 通 信 チ ャ ネル の 入力 / ノ 出力 の た め の 前 記 制 御 モ ジュ ー ル に より アク セス 可能 な デー タ ベ 
ー ス と 比較 され る 

[0018] 

有利 に は 、 第 1 の 通信 チャ ネル は 可視 メッ セー ジ ( visual messages) 
を 受信 する た め の チ ャ ネル で あり 、 第 2 の 通信 チャ ネル は 音声 メッ セー ジ を 送信 する た め 
の チャ ネル で あり 、 前 記 支 援 制御 モジ ュー ル は 、 前 記 第 1 の チャ ネル 上 で 受信 され る 第 1 
の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 前 記 信 頼 水 準 を 評価 し 、 そ の 内 容 が 信頼 水準 に 
依存 する 前 記 第 2 の チャ ネル 上 の 少な く と も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ を 生成 する こと が で 
きる 。 

[0019] 

有利 に は 、 第 1 の チャ ネル は 、 そ れ ぞ れ が 期待 認識 率 と 関連 付け られ た 表現 の リス ト に 
EY, 受信 さ れ た メッ セー ジ の 像 を 認識 する た め の フ ィ ル タ を 含み 、 前 記 第 2 の メッ セー 
ジ の 内 容 は 、 第 1 の チャ ネル 上 の 前 記 第 1 の メッ セー ジ の 繰り 返し の 要求 、 フ ィ ル タ の 表 
現 の サブ セッ ト の 音声 メッ セー ジ を 受信 する た め の 第 3 の チャ ネル 上 で 対話 者 に より 送信 
され る 第 3 の メッ セー ジ に よる 確認 の 要求 、 少 な く と も 1 つの 第 4 の チャ ネル 上 の 少な く 
と も 1 つの 他 の メッ セー ジ の 対話 者 に よる 送信 の 要求 を 含む 、 要 求 の 群 か ら 発 見 的 方 法 に 

より 選択 され る 。 

[0020] 

有利 に は 、 チ ャ ネル の 少な く と も 1 つ は 、 入 力 と 出力 の た め の 前 記 制 御 モ ジュ ー ル に よ 
り マ ー ジ され た 2 つの チャ ネル の 出力 を 入力 と し て 受信 する ハイ ブリ ッ ド チャ ネル で ある 
[0021] 

本 発明 は また 、 少 な く と も 1 人 の 対話 者 と ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 通信 の 制御 方 法 
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を 開示 する 。 本 方 法 は 、 異 な る 様式 を 使用 する 通信 チャ ネル に よる メッ セー ジ 送 信 の 少な 
く と も 2 つの 工程 で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か 
ら 選 択 さ れる 2 つの 工程 と 、 チ ャ ネル の 入力 / 出 力 を 制御 する 工程 と 、 を 含む 。 制御 工程 
lk. BI の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メッ セー ジ を 組み 合わ せる 機 
能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 第 2 の メッ セー ジ を 送 
信 す る 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 の 実行 に 基づき ロボ ッ 
ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 され る 。 

[0022] 

本 発明 は また 、 コ ンピュータ プロ グラ ム が コン ピュ ー タ 上 で 実行 され る と 本 発明 の 方 法 
の 実行 を 可能 に する プロ グラ ムコ ー ド 命令 を 含む コン ピュ ー タ プロ グラ ム を 開示 する 。 本 
プロ グラ ム は 、 異 な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自然 な コミ 
ュ ニ ケー ショ ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送 
信 チ ャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、 チ ャ ネル の 入力 / 出 力 
の 制御 の た め の サ ブル ー チ ン と 、 を 含む ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト を 可能 に する よう に 構成 
され る 。 制御 サブ ルー チン は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 送信 され た メ 
ッ セ ー ジ を 組み 合わ せる 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 さ 
れ た 第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 
機能 の 実行 に 基づき ロボ ッ ト に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 
され る 。 

[0023] 

本 発明 は また 、 異 な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自然 な コ 
ミュ ニケ ーション の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 
送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、2 つの チャ ネル の 入 
カン 出力 の た め の 制 御 モ ジュ ー ル と 、 を 含む 少な く と も 1 つの ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と 
少な く と も 1 人 の 対話 者 と の 通信 イン ター フェ ー ス を 編集 し 制御 する 方 法 を 開示 する 。 制 
御 モ ジュ ー ル は 、 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 ンプ 送信 され た メッ セー ジ を 組 
み 合 わせ る 機能 と チャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 生成 され た 第 2 の メ 
ッ セ ー ジ を 送信 する 機能 と を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れ た 少な く と も 1 つの 機能 の 実行 に 
基づき ロロ ボット に より 受信 され た メッ セー ジ の 理解 を 向上 させ る よう に 構成 され る 。 本 方 
法 は 、 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 工程 を さら に 含む 。 

[0024] 

有利 に は 、 前 記 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 前 記 工 程 は 、 音 声 送 信 チ ャ ネル を 装っ 
た 第 1 の 通信 チャ ネル と 、 前 記 少 な く と も 1 人 の 対話 者 に より ロボ ッ ト の 少な く と も 一 服 
の 移動 を 受信 する た め の チ ャ ネル を 装っ た 第 2 の 通信 チャ ネル と 、 を 規定 する 少な く と も 
1 つの 下位 工程 と 、 対 話 者 に より ロボ ッ ト に 伝達 され る 前 記 移 動 と 入力 と の 対応 を 規定 す 
る 下位 工程 と 、 第 1 の チャ ネル 上 で ロボ ッ ト に より 対話 者 に 送信 され る 少な く と も 1 つの 
メッ セー ジ を 生成 する こと に より 前 記入 力 の 仕様 を 規定 する 下位 工程 と 、 を 含む 。 
[0025] 

有利 に は 、 本 発明 の 編集 及び 制御 する 方 法 は さら に 、 第 2 の チャ ネル に 対し 行わ れ た 入 
力 を 対話 者 が 検証 する 第 3 の 触 知 通信 チャ ネル を 規定 する 下位 工程 を 含む 。 

[0026] 

有利 に は 、 前 記 選 択 さ れ た 機能 を プロ グラ ム す る 前 記 工 程 は 、 音 声 メ ッ セ ー ジ を 受信 す 
る た め の チ ャ ネル を 装っ た 第 1 の 通信 チャ ネル と 音声 メッ セー ジ を 送信 する た め の チ ャ ネ 
ル を 装っ た 第 2 の 通信 チャ ネル と を 規定 する 少な く と も 1 つの 下位 工程 と 、 前 記 第 1 DF 
ャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ の 前 記 ロ ボッ ト に よる 理解 の 信頼 水準 を 評価 する 
た め の 機 能 を 規定 する 下位 工程 と 、 そ の 内 容 が 前 記 信 頼 水 準 に 依存 する 前 記 第 2 の チャ ネ 
ル 上 の 少な く と も 1 つの 第 2 の メッ セー ジ の 生成 を 規定 する 下位 工程 と 、 を 含む 。 
[0027] 

本 発明 は また 、 コ ンピュータ プロ グラ ム が コン ピュ ー タ 上 で 実行 され る と 本 発明 の 方 法 
を 実行 する た め の プ ログ ラム コー ド 命 令 を 含む コン ピュ ー タ プロ グラ ム を 開示 する 。 コン 


30 


(9) JP 2017-41260 А 2017.223 


ピュ ー タ プロ グラ ム は 、 異 な る 様式 に 応じ た 少な く と も 1 人 の 対話 者 と の メッ セー ジ の 自 
然 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の た め の 少 な く と も 2 つの チャ ネル で あっ て それ ぞ れ が 受信 チャ 
ネル と 送信 チャ ネル を 含む チャ ネル の 群 か ら 選 択 さ れる 2 つの チャ ネル と 、 チ ャ ネル の 入 
カノ 出力 を 制御 する た め の サ ブル ー チ ン と 、 を 含む ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト を ユー ザ が プ 
ログ ラム で きる よう に 構成 され る 。 本 コン ピュ ー タ プロ グラ ム は 、 ロ ボッ ト に より 実行 さ 
れる 少な く と も 1 つの 機能 で あっ て 第 1 の チャ ネル と 第 2 の チャ ネル 上 で 受信 グズ 送信 され 
た メッ セー ジ を 組み 合わ せる 機能 と 、 チ ャ ネル 上 で 受信 され た 第 1 の メッ セー ジ に 基づき 
生成 され た 第 2 の メッ セー ジ を 送信 する 機能 と 、 を 含む 機能 の 群 か ら 選 択 さ れる 少な く と 
も 1 つの 機能 を 制御 する た め の サ ブル ー チ ン 内 で プロ グラ ム す る た め の モ ジュ ー ル を 含む 
【0028】 

有利 に は 、 本 発明 の コン ピュ ー タ プロ グラ ム は さら に 、 少 な く と も 1 つの パラ メー タ を 
制御 ボッ クス に 渡す こと を プロ グラ ム す る た め の モ ジュ ー ル を 含む 。 
[0029] 

本 発明 の イン ター フェ ー ス は さら に 、 例 えば 音声 認識 が 何ら か の 有効 性 を 持つ こと が で 
きる に は 周囲 騒音 が 高 過ぎ る 場合 に 対話 が 実行 され る 環境 に 容易 に 適合 化 さ れ 得る 多様 式 
(mul ti modal ) 確認 モー ド の 提供 と いう 利点 を 提示 する 。 し た が っ て ユー ザ に 
は 、 接触 、 身 振り 、 ま た は 特定 の 色 ま た は 形状 の ディ ジタル 符号 の 表示 に より 曖昧 な 回 答 
を 置換 確認 する よう こと を 勧め る こと が で きる 。 し た が っ て ユー ザ は 、 ユ ー ザ が コン ピ 
ュー タ に 向かい 合っ た 場合 また は イン テリ ジェ ント 電話 また は タッ チ パ ッ ド を 使用 する 場 
合 に 使用 し 慣れ て いる 従来 の イン ター フェ ー ス を 直観 的 や り 方 で 置換 また は エミ ュ レ ー ト 
で きる よう に する 手段 を 思う まま に 有する 。 

[0030] 

さら に 、 ロ ボッ ト の 表現 の モー ド 自体 は 、 対 話 者 の 注意 を 維持 する よう に お よび 提供 さ 
れる 回 答 に 関す る 感情 また は ヒン ト を 対話 者 に 伝え る よう に 、 特 に は イン ト ネ ー シ ョ ン 、 
凝視 、 身 振り を 組み 合わ せる こと に より 、 多 様式 と な る こと が で きる 。 さ ら に 、 人 間 同 土 
の 自然 な か コミュニ ケー ショ ン の モー ド に 近づけ る こと に より 、 本 発明 の イン ター フェ ー ス 
は 、 認識 シス テム の 結果 を 改良 する こと 、「 真 の 仮想 性 」 に 埋没 され る ユー ザ の 経験 ( す 
な わ ち 、 和 物理 的 人 間 の 化身 と の 対話 ) の 質 を 向上 させ る こと 、 に 貢献 する 。 

[0031] 

本 発明 は また 、 そ の 設計 者 に より 想定 され な か っ た ロボ ッ ト の 用 途 に 特に 適合 化 さ れ た 
新しい 相互 作用 シナ リオ を 極め て 容易 に お よび ほん の 短い 時 間 で 作成 で きる よう に する イ 
ンタ ー フ ェ ー ス を 開発 する た め の 人 間 工 学 的 お よび 多目的 環境 を 提供 する 。 

[0032] 

本 発明 は 、 い くつ か の 例示 的 実施 形態 の 以下 の 説明 と その 添付 図面 か ら よ り 良 く ERAS 

れ 、 そ の 様々 な 特性 と 利点 が 浮か び 上 が る こと に な る 。 

【 図面 の 簡単 な 説明 】 

[0033] 

【 図 1 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 物理 的 アー キテ 
クチ ャ の 図 で ある 。 

【 図 2 】 本 発明 の 実施 形態 の いく つか に お ける 実施 に 有用 な セン サ を 含む ヒュ ー マ ノ イド 
ロボ ッ ト の 頭 を 示す 。 

【 M3 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける ロボ ッ ト の 機能 の 制御 を 可能 に する ハイ レ 
ベル ソフ トウ ェ ア の アー キテ クチ ャ の 図 で ある 。 

【 図 4 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける ロボ ッ ト の 行動 相互 作用 を 編集 し プロ グ 
ラム する た め の 機 能 ア ー キ テク チャ の 図 で ある 。 

【 図 5 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お いて ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト が 受け る 応答 / 刺 
激 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト に より 与え られ る 解釈 を 改良 する た め に 一 般 的 な や り 方 で 適 
用 され る 処理 動作 の 機能 フロ ー チ ャ ー ト で ある 。 

【 図 6 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける ロボ ッ ト の 行動 相互 作用 の プロ グラ ミン 


ン 
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グ 論 理 チ ャ ー ト で ある 。 

[ 7а 一 c 】 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける 多様 式 イ ンタ ー フ ェ ー ス (mul t 
і modal interface) の 相互 作用 の 論理 的 お よび 時 間 的 組み 合わ せ を 示す 
タイ ムチ ャ ー ト を 表す 。 

【 図 8a 一 e 】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 対話 言語 を 変更 する た め の 2 進 選択 お よび 選 
択 肢 に より ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 対話 を プロ グラ ム で きる よう に する 一 連 の 画面 を 
表す 。 

[ 9а —е 】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 対話 言語 を 変更 する た め の 選 択 肢 の リス ト と 
か ら の 選択 に より ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 対話 を プロ グラ ム で きる よう に する 一 連 の 
画面 を 表す 。 

【 図 10a 一 d】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 選択 の リス ト の いく つか の 選択 肢 同士 を 比 
較 す る 音声 認識 試験 を 実行 で きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

【 図 11a 一 b】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 選択 の リス ト の 選択 肢 を 置換 また は 補足 す 
る こと が で きる よう に し 、 い くつ か の 選択 肢 同士 を 比較 する 新しい 音声 認識 試験 を 実行 で 
きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

【 図 12aーd】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 質問 の も の と は 異な る 言語 で 選択 の リス ト 
の いく つか の 選択 肢 同 士 を 比較 する 音声 認識 試験 を 実行 で きる よう に する 一 連 の 画面 を 表 
Fe 

【 図 13a 一 d】 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 選択 の リス ト の いく つか の 選択 肢 同士 を 比 
較 す る 音声 認識 試験 の 閣 値 を 検証 修正 で きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

【 発明 を 実施 する た め の 形 態 】 

[0034] 

図 1 に 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 物理 的 アー キテ クチ ャ 
を 示す 。 こ の よう な ロボ ッ ト は 、 特 に 2009 年 1 0 月 15 日 公開 の 国際 公開 第 2009 
1124951 号 パ ン フ レッ ト に 開示 され て いる 。 こ の プラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 本 発明 に 至 
る 改良 の た め の ベ ー ス と し て 役立っ た 。 後 の 説明 で は 、 こ の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト は こ 
の 総称 用 語 ま た は その 商標 NAO( 商 標 ) で 呼ば れる こと が ある が 、 こ れ に より 参照 の 一 
般 性 が 修正 され る こと は な い 。 

[0035] 

この ロボ ッ ト は 、 セ ン サ と 関節 を 駆動 する アク チュ エー タ と を 制御 する た め の タ イプ 1 
1 0 の 電子 カー ド を 約 2 ダー ス 含 む 。 図 に 示す カー ド 1 1 0 は 左足 を 制御 する も の で ある 
o 本 アー キテ クチ ャ の 長所 の 1 つ は 、 関 節 を 制御 する カー ド は その 大 部 分 が 交換 可能 で あ 
る と いう こと で ある 。 関節 は 通常 、 少 な く と も 2 つの 自由 度 し た が っ て 2 つの モー タ を 有 
する 。 各 モ ー タ は 角度 で 駆動 され る 。 関節 は また 、 い くつ か の 位置 セン サ 、 特 に MRE ( 
磁気 回 転 符合 器 : Magnetic Rotary Encoders) を 含む 。 電子 制 
御 カ ー ド は 市 販 の マイ クロ コン トロ ー ラ を 含む お これ は 、 例 えば Mi cr ochi p 社 の 
DSPIC( 商標) で あっ て よい 。 こ れ は DSP に 結合 され た 1 6 ビッ ト MCU で ある 。 
この MCU は 、1 ミリ 秒 の ルー プス レー ビン グ サ イク ル (1|1 ooped sl avi nog 

сус! е) を 有する 。 ロ ボッ ト は また 、 他 の タイ プ の アク チュ エー タ 、 特に その 色 と 
強度 が ロボ ッ ト の 感情 を 伝え る こと が で きる LED( 発 光 ダ イオ ー ド ) を 含む お こと が で き 
る 。 後者 は また 、 他 の タイ プ の 位置 セン サ 、 特 に 慣性 ユニ ッ ト 、FSR( 接 地 圧 セン サ ) 
等 を 含む こと が で きる 。 

[0036] 

頭 160 は 、 ロ ボッ ト の 知能 、 特 に 、 ロ ボッ ト が 割り 当て られ た 使命 、 特 に 本 発明 の 枠 
組み 内 で ゲー ム へ の 参加 を 達成 で きる よう に する ハイ レベ ル 機 能 を 実行 する カー ド 1 30 
を 含む 。 但 し 、 カ ー ド 1 30 は 、 ロ ボッ ト 内 の 他 の どこ か 例え ば 胴 内 に 置か れ て も よい で 
あろ う 。 し か し な が ら こ の 場所 は 、 頭 が 着脱 可能 な 場合 、 こ れ ら の ハイ レベ ル 機 能 を 交換 
する 、 し た が っ て 特に ロボ ッ ト の 知能 と し た が っ て その 使命 を 極め て 速やか に 完全 に 変更 
で きる よう に する こと が 分 か る で あろ う 。 ま た は 逆 に 、 同 じ 人 工 知能 を 保持 する 一 方 で 1 
つの ボデイ を 別 の ボデイ と 交換 する ( МАН, 欠陥 の ある ボデイ を 欠陥 の 無い ボデイ と ) 
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こと が で きる よう に する 。 頭 は また 、 特 に 言葉 また は 画像 を 処理 する た め の 、 ま た は 、 ま 
た WAN( Wide Area Network) 広域 ネッ トワ ー ク 上 の 遠隔 通信 を 確立 
する た め に ポー ト を 開く た め に 必要 な コー ド 化 な どの サー ビス 入力 / 出 力 を 処理 する た め 
の 特殊 な カー ド を 含む と が で きる 。 カ ー ド 1 30 の プロ セッ サ は 市 販 の x 86 プ ロ セ ッ 
サ で あっ て よい 。AMD 社 の Geode( 商 標 ) (32 ビ ッ ト 、500MHz ) な どの 低 
消費 電力 プロ セッ サ が 好適 な や り 方 で 選択 され る こと に な る 。 カ ー ド は また 、 一 組 の RA 
M と フラ ッシュ メモ リ を 含む お この カー ド は また 、 通 常 は Wi Fi Wi Ma x トラ ンス 
ミッ ショ ン レ イヤ 上 で 、 随 意 的 に は VPN 内 の 随意 的 に カプ セル 化 さ れ た 標準 プロ トコ ル 
を 有する デー タ の 移動 体 通信 用 公衆 ネッ トワ ー ク 上 で 、 ロ ボッ ト の 外部 ( 行動 サー バー( 
behaviors server) 、 他 の ロボ ッ ト な ど ) と の 通信 を 管理 する 。 プ ロ セ 
ッ サ は 通常 、 標 準 O0S に より 駆動 され 、 こ れ に より 通常 の ハイ レベ ル 言 語 (C、C+ 十 、 
Python $). 、 ま た は ハイ レベ ル 機 能 を プロ グラ ム す る た め の URBI (ロボ ッ ト 工 
学 の た め の 特 殊 な プロ グラ ミン グ 言 語 ) な どの 人 工 知能 の た め の 特 定 言語 を 使用 で きる よ 
うに する 。 カ ー ド 1 20 は ロボ ッ ト の 胴 内 に 収容 され る 。 こ れ は 、 カ ー ド 1 30 に より 計 
算 さ れ た 命令 の カー ド 1 1 0 へ の 送信 を 保証 する 計算 機 が 位置 する 場所 で ある 。 こ の カー 
ド を ロボ ッ ト 内 の 他 の どこ か に 収容 する こと も 可能 で あろ う 。 し か し 胴 内 の 場所 は 、 頭 の 
近く で か つ 四 肢 の 十字 路 に 位置 し 、 し た が っ て これ に より この カー ド 1 30 を カー ド 1 2 
0 と カー ド 1 1 0 に リン ク す る 接続 配置 を 最小 化 で きる の で 有利 で ある 。 こ の カー ド 1 2 
0 の 計算 機 も また 市 販 の プロ セッ サ で ある 。 こ れ は 1 00MHz ク ロッ ク の ARM9( 商 
標 ) タイ プ の 3 2 ビット プロ セッ サ で ある と 有利 で ある 。 プ ロ セ ッ サ の 型 、 オ ンプ オフ ボ 
タン に 近い その 中 央 位置 、 電 源 の 制御 へ の リン ク は 、 ロ ボッ ト の 電源 ( スタ ン バ イ モー ド 
、 非常 停止 等 ) を 管理 する よう に 好適 に 適合 化 さ れ た ツー ル と な る 。 カ ー ド は また 、 一 組 
の RAM と フラ ッシュ メモ リ を 含む 。 

[0037] 

3 つの レベ ル を 有する この アー キテ クチ ャ は 、 ロ ボッ ト が 、 連携 動作 と 、 セ ン サ の 読 
取り と 同時 に その 環境 内 で 発せ られ た 言葉 また は 符号 を 解釈 し を 、 そ れ に 反応 また は 応答 す 
る よう な 他 の 行為 と 、 を 実行 で き な け れ ば な ら な い 本 発明 の 実施 形態 に は 特に 有利 で ある 
[0038] 

図 2a と 図 2b に 、 本 発明 の 実施 形態 の いく つか に お ける 発明 の 実施 に 有用 な セン サ を 
含む ヒューマノイド ロボ ッ ト の 頭 の 未 端 図 と プロ フィ ー ル 図 を それ ぞ れ 表す 。 
[0039] 

図 1 の 頭 1 6 0 は 、 本 発明 の 実施 に 有用 な 感知 能力 と 表現 能力 を ロボ ッ ト に 備え させ る 
よう に 頭 200a、200b と し て 改善 され て いる 。 

[0040] 

NAO は 、 例 えば Kingstate Electronics Corp に より 提供 
され る KEEG1540PBL-A と 呼ば れる 4 つの 全 指 向 性 マイ クロ ホン 211a、2 
1 2a、213a、214a、 す な わ ち 前 部 に は 21 1a 、 裏 側 に は 214a 、 頭 の 各 側 
面 に 21 2a、213a を 備え る ( 図 2b も 参照 され た い ) 。 こ れ ら は 頭 の 内 部 に 分 散 さ 
れる の で 、 外 部 に アク セス する た め の 孔 だ けが 同 図 で は 視認 可能 で ある 。 マ イク ロホ ン に 
より 行わ れる 音声 捕捉 に 基づき 、 音 声 分 析 お よび 認識 シス テム (例え ば 、Acapela 
( 商標 ) 社 に より 提供 され る シス テム BabEAR( 商標 ) ) は 、 本 明細 書 内 の 後 で 提示 
され る 適切 か イン ター フェ ー ス を 有する ユー ザ が 自身 の 用 語 に より 豊か に する こと が で き 
る 所 定 の 単語 の コー パス を 認識 する 。 こ れ ら の 単語 は 、 ユ ー ザ の 好み の 行動 、 特 に は ロボ 
ッ ト に より 解釈 され る 質問 に 対す る 回 答 を トリ ガ で きる よう に する 。 ソ フト ウェ ア 環 境 は 
本 明細 書 の 後 で 示さ れる よう に いく つか の 言語 を 支援 する 。 NAO は また 、 音 声 の 源 を 検 
出す る こと が で きこ れ に より 何人 か の 対話 者 間 の 曖昧 さ を 解 消 で きる よう に する 。 
[0041] 

NAO は 、1 秒 当 た り 最 大 3 О 個 の 画像 を 捕捉 する こと が で きる 2 台 の CMOS 64 
OX480 カ メラ (220a ) 、 例 えば 0V760 と 呼ば れる Omni vision (FH 
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標 ) ブラ ンド の カメ ラ ( CMOS 1 6th イ ンチ セン サ : 3. 6 ん m の 画素 ) を 通し 
TRA. 額 の レベ ル に 置か れ た 第 1 の カメ ラ は その 水平 線 に 向け られ 、 口 の レベ ル に 置か 
れ た 第 2 の カメ ラ は その 直接 環境 を 調査 する 。 ソ フト ウェ ア は 、NAO が 見 た も の の 写真 
お よび 映像 スト リー ム を も 読み 出す こと が で きる よう に する 。 その 環境 を 感知 し 解釈 する 
た め に 、NAO は 、 ボ ー ル と より 複雑 な 対象 物 と を 捜し 出す た め に 、 対 話 者 を 認識 で きる 
よう に する 一 組 の 顔 お よび 形状 の 検出 と 認識 アル ゴリ ズム を 搭載 する 。 

[0042] 

NAO は 、 そ の 頭蓋 の 頂部 上 に 置か れ た 、 特 に この アプ リケーション の た め に 出願 人 に 
より 例え ば 3 つの 区 画 に 分 割 さ れ て 開発 され た 容量 セン サ (230a ) を 備え る 。 特定 の 
アプ リケーション で は 、4 区 画 以 上 を 設け る こと が で きる で あろ う 。 し た が っ て 、 接触 に 
より (例え ば 、 ア プリ ケー ショ ン に より 規定 され た 行動 の トリ ガ を 可能 に する 一 系 列 の ボ 
タン を 押す こと に より ) 、 本 発明 の 枠組 み 内 で 各 ボ タン に 関連 する 異な る 回 答 で あっ て よ 
い 情 報 を N AO に 与え 、 提 案 さ れ た 選択 の リス ト を スク ロー ル し て 進み 、 ヘ ルプ メニ ュー 
等 に アク セス する こと が 可能 で ある 。 シ ステ ム に は 、 接触 が ある か どう か を 示す LED が 
付随 する 。 

[0043] 

NAO は 、 例 えば 明細 書 の 後 で 説明 され る また は Web サ イト また は RSS ス トリ ー ム 
か ら 検索 され る モー ド に 応じ て プロ グラ ム さ れる その 格納 スペ ー ス 内 に 局所 的 に 存在 する 
任意 の テキ スト ファ イル を 大 声 で 読む こと に より 自身 を 表現 する こと が で きる 。 頭 の 各 側 
面 上 に 配置 され た 2 つの 拡声 器 21 0b を 備え る こと に より 、 そ の 音声 合成 シス テム ( 例 
えば 、Acapel а の Acapel а Mobility) は パラ メタ ー タ 化 可能 で あ 
り 、 こ れ に より 特に 音声 の 速度 お よび プ ま た は トー ン の 修正 を 可能 に する 。 

[0044] 

N AO に 音楽 ファ イル を 送り それ を 演奏 させ る こと が 可能 で ある 。NAO は 例え ば . 
wav お よび . mp3 フ ォ ー マ ッ ト を 受け 入れ 、 こ れ に より 本 発明 の 枠組 み 内 で 、 音 声 回 
答 の 付属 と し て また は その 代替 と し て 音楽 回 答 また は 専用 音声 を 提供 で きる よう に する 。 
音楽 ファ イル 以外 の フォ ー マ ッ ト を 受け 入れ て も よい 。 

【0045】 

図 3 は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける ロボ ッ ト の 機能 の 制御 を 可能 に する ハイ レベ ル ソ 
フト ウェ ア の アー キテ クチ ャ の 図 で ある 。 
[0046] 

この タイ プ の ソフ トウ ェ ア ア ー キ テク チャ は 、 特 に は 2009 年 10 月 15 日 公開 の 国 
際 公 開 第 2009 プ 1 24955 号 パン フレ ッ ト に 開示 され て いる 。 こ の アー キテ クチ ャ 
は 、 ロ ボッ ト と PC また は 遠隔 場所 と の 間 の 通信 を 管理 する た め の 、 そ し て 本 発明 の 実施 
の た め に 必要 な ソフ トウ ェ ア イ ン フ ラス トラ クチ ャ を 提供 する ソフ トウ ェ ア を 交換 する た 
め の 、 基 本 機能 を 含む お 。 この アー キテ クチ ャ は 、 特定 の アプ リケーション に お いて 使用 さ 
れる ソフ ト ウェア 機能 の 特定 の 言及 無し に 包括 的 な や り 方 で 以下 に 説明 され る 。 こ れ ら の 
機能 は 本 発明 の ロボ ッ ト の 行動 を 管理 する た め の 任 意 の 他 の ソフ トウ ェ ア 機 能 と し て 処理 
され る こと が 分 か る 。 

[0047] 

図 3 で は 、 例 えば 移動 性 理由 の た め に 無線 リン ク に より 第 1 の 遠隔 端末 装置 TD1 と 通 
信 す る 第 1 の ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト RH1 が 極め て 図式 的 に 表 さ れる 。 遠隔 端末 装置 と 
いう 表現 は 、 通 信 ネ ットワーク を 手段 と し て 、 こ の タイ プ の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト RH 
1 に 専用 化 さ れ た ウェ ブサ ービス S W へ の アク セス を 提供 する サー バー プラ ッ ト フ ォ ー ム 
PFS か ら 離 れ た 端末 を 意味 する よう に 意図 され て いる 。 

[0048] 

当然 、 シ ステ ム の 要素 間 の 通信 リン ク は 有線 ベー ス で あっ て も よく 、 和 移動 端末 は 変形 形 

態 と し て 携帯 電話 また は 携帯 弄 コ ンピュータ で あっ て も よい 。 
[0049] 
第 2 の ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト RH2 は 、 例 えば ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト RH2 の 移動 
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性 を 妨げ な いよ うに 無線 リン ク に よっ て も 第 2 の 遠隔 端末 装置 TD2 と 通信 する 。 
[0050] 

遠隔 端末 装置 TD1 、TD2 と サー バー プラ ッ ト フ ォ ー ム PFS は 、 通 信 ネ ットワーク 
RC を 手段 と し て ネッ トワ ー ク 内 で リン ク さ れる 。 遠隔 端末 装置 TD1、TD2 だ け で な 
くく サーバー プ ラッ ト フ ォ ー ム PFS の ウェ ブサ ービス の た め に 、 ま た ヒュ ー マ ノ イド ロボ 
ッ ト RH1 、RH2 の た め に 、 少 な く と も 1 系列 の 命令 を 含む 少な がく と も 1 つの モジ ュー 
ル に 専用 化 さ れ た 単 一 の それ ぞ れ の 連結 モジ ュー ル B5、B2、B4、B1 、B3 は プロ 
セッ サ に より 実行 され る ソフ トウ ェ ア 機 能 を 実施 する 。 連結 モジ ュー ル B5、B2、B4 
、B1 、B3 の それ ぞ れ の モジ ュー ル M51 、M52、M21、M22、M41、M42 
、M1 1 、M12、M3 1 、M32 は 、 こ の 例 で は 、 連 結 モ ジュ ー ル 当たり の 数 は 2 で 表 
され る が この 数 は 連結 モジ ュー ル 毎 に 異な り 任意 で あっ て よい 。 

[0051] 

次 に 、 第 1 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト RH1 を 所 有する 第 1 の 遠隔 端末 装置 TD1 ФЗ 
ー ザ に より 想定 され る シス テム の 動作 の 全く 非 限定 的 な 実施 例 を 説明 する 。 ユ ー ザ は 例え 
ば 、 第 1 の 遠隔 端末 装置 TD1 上 に 搭載 され た また は 第 1 の 遠隔 端末 装置 TD1 か ら サ ー 
バー プラ ッ ト フ ォ ー ム PFS 上 に アク セス 可能 な ソフ トウ ェ ア ア プリ ケー ショ ン に より あ 
る 数 の 機能 を ロボ ッ ト を 介し 実行 する こと が で きる 。 

[0052] 

例え ば 、 ユ ー ザ は 、 ソ フト ウェ アア プリ ケー ショ ン の グラ フィ ッ ク ツ ッ ツール に より 、 ロ ボ 
ッ ト が 1 0 秒間 歩い て か ら 「 皆さん 、 今 日 は 」 と 言う ロボ ッ ト の アプ リケーション を 簡単 
に 実行 する 。 こ の アプ リケーション は 、 例 えば モジ ュー ル ( 例え ば 、 モ ジュ ー ル M1 1) 
の 形式 で 第 1 の ヒュ ユー マ ノ イド ロボ ッ ト RH1 内 に ダウ ン ロ ー ド され 、 次 に 第 1 の 遠隔 端 
未 装置 TD1 を 手段 と し て ユー ザ に より トリ ガ さ れる 。 

[0053] 

第 1 の ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト RH1 は 、「 歩行 」 機 能 を 最初 に 使用 し な けれ ば な ら な 
い モ ジュ ー ル M1 1 を トリ ガ す る 。 次 に 、 モ ジュ ー ル M1 1 は 、 モ ジュ ー ル M1 1 が リン 
ク さ れる 連結 モジ ュー ル B 1 に 要求 する 接続 イン ター フェ ー ス / ノ 機能 呼び 出し モジ ュー ル 
また は プロ キシ P 1 を 使用 する 。 連結 モジ ュー ル B1 は 、 モ ジュ ー ル 内 に 有する 呼び 出さ 
れる 機能 の 場所 で ネッ トワ ー ク 連結 モジ ュー ル が 要求 に 応答 する まで 、 そ れ 自 身 の モ ジュ 
ー ル に 向け られ た 要求 と 、 反 復 的 や り 方 で この 動作 を 繰り 返す それ が 直接 リン ク さ れる ネ 
ットワーク と 結合 する た め の モ ジュ ー ル ( 子 連 結 モジ ュー ル ) に 向け られ た 要求 と 、 を 行 
う 。 こ の 要求 に 対す る 応答 は また 、 プ ロキ シ P 1 に 直接 リン ク さ れ た 連結 モジ ュー ル B 1 
が この 機能 を 接続 し 呼び 出す 必要 が ある まで 親 連 結 モ ジュ ー ル に より 反復 的 や り 方 で 送信 
され る ( 逆 方 向 に ) 。 例 えば 、 要求 され た 歩行 機能 は 第 2 の 遠隔 端末 装置 TD2 の モジ ュ 
ー ル M4 1 内 に 置か れる 。 次 に 、 連 結 モ ジュ ー ル B 4 は 、 例 えば ロボ ッ ト が 歩行 する 継続 
時 間 を 表す 秒 単 位 の 整数 型 の 継続 時 間 パ ラメ ー タ と 、 ロ ボッ ト の 排他 的 また は 非 排他 的 歩 
行 ( すなわち ロボ ッ ト は 歩行 し な が ら 別 の 行為 を 行う こと が 許容 され る か 否 か ) を 表す ブ 
ー リ アン 型 の 排他 的 パラ メー タ と 、 を 含む 「 歩行 」 機能 の 呼び 出し の パラ メー タ を 返し た 
。 こ の 例 で は 1 0 秒 歩 いた 後に 話す こと が 望ま し い の で 、 こ の 例 で は 歩行 機能 は 、1 0 秒 
に 等 し い 継 続 時 間 パ ラメ ー タ と 1 秒 に 等 し い 排他 的 パラ メー タ で 呼び 出さ れる 。 
[0054] 

し た が っ て 接続 イン ター フェ ー ス ン 呼 び 出し モジ ュー ル P 1 は 、 所 望 の パラ メー タ を 有 
する 「 歩行 」 機能 へ の 接続 と その 呼び 出し と を 、 あ た か も この 機能 が ロー カル に 存在 する 
か の よう に 遠隔 的 に 行う こと が で きる 。 接続 イン ター フェ ー ス と 機能 呼び 出し モジ ュー ル 
は 、 異な る 端末 また は サー バー 上 に 配置 され た モジ ュー ル の 機能 を 呼び 出す こと が で きる 
相互 通信 ソフ トウ ェ ア を 使用 する 。 こ の 機能 は 、 呼 び 出 し モジ ュー ル の も の と は 異な る コ 
ンピュータ 言語 の 一 系 列 の 命令 に より 書く こと が で きる 。 プ ロキ シ は 、 例 えば SOAP 相 
互 通 信 ソ フト ウェ ア を 使用 する 。 こ れ に より プラ ッ ト フ ォ ー ム 間 お よび 言語 間 通 信 ア ー キ 
テク チャ を 生成 する 。 

[0055] 
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この 非 局 在 化 (d el оса! ized)「 歩行 」 機能 が 行わ れる と 、 モ ジュ ー ル MT1 
1 は 「 話す 」 機能 を 呼び 出さ な けれ ば な ら な い 。 別 の 接続 イン ター フェ ー ス と 機能 呼び 出 
し モジ ュー ル ま た は プロ キシ P2 は 、 モ ジュ ー ル M1 1 が リン ク さ れる 連結 モジ ュー ル B 
1 に 要求 を する 。 連結 モジ ュー ル B 1 は 、 当初 、 格 納 さ れ た 一 連 の 命令 の 形式 で 実行 され 
る 機能 を 手段 と し て 、 そ れ 自 身 の モ ジュ ー ル M1 1 と M1 2 に 向け られ た 要求 を 行い 、 モ 
ジュ ー ル M1 1 と M1 2 は 例え ば 、 モ ジュ ー ル M1 2 内 の この 「 話す 」 機能 の 有無 を 返す 
こと に な る 。 連結 モジ ュー ル B 1 は 接続 イン ター フェ ー ス / 機 能 呼 び 出 し モジ ュー ル P 2 
に 通知 し 、 次 に この モジ ュー ル P は 、 ロ ー カ ル 呼 び 出 し 型 の 呼び 出し に より 、 パ ラメ ー タ 
と し て 例え ば 「 今日 は 」 と 読ま れる テキ スト を 有する モジ ュー ル M1 2 の 「 話す 」 機 能 を 
直接 呼び 出す こと が で きる 。 こ の パラ メー タ は 連結 モジ ュー ル B1 に より プロ キシ P 2 に 
送信 され る 。 さ ら に 、 シ ステ ム は 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト RH1 の この 事例 で は 、 外 部 
事象 を 受信 する と 前 記 パ ラメ ー タ の 値 を 更新 し 前 記 格納 され た パラ メー タ の 1 つの 更新 を 
先 の 要求 に 応じ て モジ ュー ル に 通知 する よう に 適合 化 さ れ た 移動 端末 の 状態 を 表す パラ メ 
ー タ の 格納 / 管 理 モ ジュ ー ル STM(「 短 期 記 憶 :Short Term Memory 
」 の 呼称 ) を 含む し た が っ て 予め 警告 を 受け た モジ ュー ル は 、 通 知 さ れ た パラ メー タ の 
変更 の 関数 と し て 行為 を 引き 受け る こと が で きる こと に な る 。 

[0056] 

先 に 説明 し た 例 に 関連 し て 、 例 えば 、 格 納 / 管 理 モ ジュ ー ル STM は ロボ ッ ト RH1 の 
動き 検出 器 に より 検出 され た 誰か の 外観 を 表す パラ メー タ の 状態 を 格納 する こと が で きる 
。 こ の パラ メー タ が ロボ ッ ト の 直接 環境 内 に 誰 も いな いこ と を 表す 状態 か ら ロ ボッ ト の 直 
接 環境 内 の 誰か の 存在 を 表す 状態 に 移る と 、 モ ジュ ー ル M1 1 に より 先 に 行わ れ た 要求 に 
応じ て 、 格 納 / 管 理 モ ジュ ー ル STM は 事象 また は 信号 を 介し この 値 の 変化 を 予め 警告 
Do 次 に モジ ュー ル M1 1 は 、 例 えば 、 先 に 説明 し た 逐次 的 トリ ガ (「 歩行 」 と 「 話す 」 
機能 ) を 自動 的 に トリ ガ す る こと が で きる 。 

[0057] 

M3 の 例 で は 、 格 納 プ 管理 モジ ュー ル STM は 、 遠 隔 端末 装置 TD1 の 一 部 を 形成 する 
が 、 変 形 形態 と し て 、 他 の 遠隔 端末 装置 TID2、 サ ー バ ー プ ラッ ト フ ォ ー ム PFS、 ま た 
は ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト RH1 また は RH2 の 一 部 を 形成 する こと が で きる 。 
[0058] 

格納 管理 モジ ュー ル の STM は また 、 メ モリ 内 に それ ぞ れ の 基準 時 間 間 隔 に わた る い 
くつ か の パラ メー タ の 時 間 的 進展 を 格納 する こと が で きる 。 し た が っ て シス テム の モジ ュ 
ー ル は さら に 、 あ る 継続 時 間 か ら の パラ メー タ の 値 の 進展 に アク セス し 、 こ れ ら 取る べき 
行為 の 進展 を 考慮 する こと が で きる 。 

[0059] 

変形 形態 と し て 、 呼び出さ れる 機能 の モジ ュー ル は 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト RH1 、 
КН2 上 上 の 、 ま た は 通信 ネッ トワ ー ク RC の 遠隔 端末 装置 TD1 、TD2 上 の サー バー プ 
ラッ ト フ ォ ー ム PGS 上 に 置か れ て も よい 。 

[0060] 

し た が っ て 本 発明 は 、 機 能 に 対し ロー カル また は 遠隔 呼び 出し を 行う か どう か に 関わ ら 
ず 、 ネ ットワーク 全体 に プロ グラ ム を 分 散 さ せ 移 動 端 末 の 同一 動作 を 可能 に する 。 
[0061] 

さら に 、 本 アー キテ クチ ャ は また 、 和 移動 端末 の 状態 を 表す 一 組 の 格納 パラ メー タ を 有 す 
る よう に で き 、 い くつ か の 行為 を 自動 的 に トリ ガ す る よう に この 状態 の 進展 を 考慮 で きる 
よう に する 。 

[0062] 

さら に 、 格 納 / 管 理 モ ジュ ー ル は また 、 所 定時 間 間 隔 中 に パラ メー タ の 値 の 進展 を 記録 
する こと が で き 、 こ れ に より モジ ュー ル が これ ら の パラ メー タ の 進展 の ログ に アク セス で 
きる よう に する 。 

[0063] 
ロボ ッ ト の イン ター フェ ー ス を 管理 する た め の NAOQI と 名 付け られ た オペ レー ティ 
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ング シス テム を 構成 する これ ら の 通信 お よび 格納 機能 は 本 発明 の 実施 の た め に 特に 有用 で 
ФФ. 
[0064] 

図 4 は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける ロボ ッ ト の 行動 を 編集 し プロ グラ ム す る た め の 機 
能 ア ー キ テク チャ の 図 で ある 。 こ の よう な アー キテ クチ ャ に つい て は 2010 年 5 月 25 
日 出願 の 欧州 特許 出願 第 2010 ン /05711 1 号 明細 書 に より 説明 され て いる 。 前記 ア 
ー キ テク チャ を 実装 で きる よう に する ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 行動 を 編集 し プロ グラ ム 
する た め の ソ フト ウェ ア は 、Chor egraphe( 商標 ) と 商業 的 に 命名 され て お り 
、 上 記 特 許 文献 の 一 般 性 を 損なう こと な くそ の 総称 また は 商標 の いずれ か で 呼ぶ こと が あ 
5. 

[0065] 

この アー キテ クチ ャ に より 制御 され る ロボ ッ ト は 頭 、 胴 、 四 肢 を 有する ヒュ ー マ ノ イド 
ロボ ッ ト で あっ て よく 、 そ の 各部 品 は 関節 で 繋が れ 、 各 関節 は 1 つま た は 複数 の モー タ に 
より 制御 され る 。 こ の アー キテ クチ ャ は 、 シ ステ ム の ユー ザ が 、 仮 想 ロ ボッ ト 上 で シミ ュ 
レー ト さ れ 有 有線 ベー ス ま た は 無線 の リン ク に より シス テム に リン ク さ れ た 実 ロ ボッ ト 上 で 
実行 され る 行動 を 生成 する こと に より この よう な ロボ ッ ト を 制御 で きる よう に する 。 
[0066] 

これ は 、 АИА ОЕ | = | ОВА 

- 真直 ぐに 、 右 へ 、 ま た は 左 へ n 歩 : 「 今日 は 」 - 頭上 へ の 片腕 の 動き : 言葉 等 ) と (所 
与 の 角度 の 頭 、 一 肢 の ) 動き と を 視認 する こと 、 シ ミュ レー ト する こと 、 実 行 す る こと を 
伴う 。 

[0067] 

図 4 は 、 時 間 的 次 元 を 有する 事象 に より トリ ガ さ れる 制御 の 表現 を 例示 する 処理 工程 の 
フロ ー チ ャ ー ト で ある 。 事象 に より トリ ガ さ れる 制御 は 、 本 発明 の 意味 論 で は 「 ボッ クス 
」 ま た は 「 制御 ボッ クス 」4 1 0 に より 表 さ れる 。 ボ ックス は 、 こ の 後 定義 され る 以下 の 
要素 の 1 つま た は 複数 を 含む こと が で きる ツリ ー 状 の プロ グラ ミン グ 構 造 で ある 。 

ーー フレーム 420 の 「 タ イム ライ ン 」 ま た は 時 間 軸 、 

ー「 図表 」 ま た は フロ ー チ ャ ー ト 470、 

ー ス クリプト 490。 

【0068】 

制御 ボッ クス は 通常 、 本 明細 書 の 後 で 詳 述 され る よう に 、 事象 情 報 項目 を 1 つの ボッ ク 
ス か ら 別 の ボッ クス に 通常 は 送信 する 接続 部 に より 相互 に リン ク さ れる 。 い か な る ボッ ク 
ス も 、 ロ ボッ ト の 行動 動き の シナ リオ を 初期 化す る 「 ルー ト ボ ックス 」 ま た は ルー ト に 
直接 また は 間接 的 に リン ク さ れる 。 

[0069] 

フレ ー ム 420 の 時 間 軸 は 、 フ レー ム の 前 記 時 間 軸 が 挿入 され る ボッ クス 内 に 定義 され 
た ロボ ッ ト の 行動 と 動き と が 受け る 時 間 的 制約 を 表す 。 以下 の 説明 と 特許 請求 範囲 で は 、 
プロ グラ ミン グ の 世界 に お いて 同じ 意味 を 持っ て 一 般 的 に 受け 入れ られ て いる 、 タ イム ラ 
イン と いう 用 語 を 使用 する 。 し た が っ て タイ ムラ イン は ボッ クス の 行動 と 動き の 同期 を 行 
う 。 タ イム ライ ン は 、 毎秒 フ レー ム 数 (FPS : Frames Рег Second) 
の 表現 で 定義 され た 進捗 速度 に 関連 付け られ た フレ ー ム に 細切れ に され る 。 各 タイ ムラ イ 
ン の FPS は ユー ザ に より パラ メタ ー タ 化 可 能 で ある 。 デ フォ ルト 設定 で は 、FPS は 任 
意 の 値 ( 例え ば 、1 5FPS) で 固定 され て も よい 。 

[0070] 

タイ ムラ イン は 次 の も の を 含む こと が で きる 。 

ー それ ぞ れ が 1 つま た は 複数 の 行動 キー フレ ー ム (Behavior Key Fra 
me) また は 「 主 行動 フレ ー ム (main behavior Frames) 1450 
ар о БЕЯ di NSR Layer)430 で あっ て 、 
上 記 行 動 キ ー フ レー ム 自 体 が 、 行 動 レ イヤ また は タイ ムラ イン СРЕ と な く 、 実際 
К асыла сус ор тс きる ボッ クス の 組 で ある 1 
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つま た は 複数 の チャ ー ト また は 「 フローチャート 」470 を 含む こと が で きる 、 和 行動 レイ 
7430, 

- それ ぞ れ が 、1 つま た は 複数 の 運動 画面 4 ほ 8 0 を 含む こと が で きる 1 つま た は 複数 の 
運動 キー フレ ー ム また は 「 主 運動 フレ ー ム 」4 6 0 を 含む 、1 つま た は 複数 の 運動 レイ ヤ 
440. 

[0071] 

行動 レイ ヤ は 、 一 組 の ロボ ッ ト の 行動 また は 主 行動 フレ ー ム を 定義 むす る 。 い くつ か の 行 
動 レ イヤ が 同一 の ボッ クス 内 に 定義 され て も よい 。 こ れ ら は 次 に 、 ボ ックス の タイ ムラ イ 
ン に より 同期 され た や り 方 で 進行 する よう に プロ グラ ム さ れる 。 

[0072] 

行動 レイ ヤ は 1 つま た は 複数 の 主 行動 フレ ー ム を 含む こと が で きる こと に な る 。 主 行動 
フレ ー ム は 、 歩 く (「 歩行 」) 、 話 す (「 言う 」) 、 音 楽 を 演奏 する (「 音楽 」) な どの 
ロボ ッ ト の 行動 を 定義 むす る 。 一 定数 の 行動 は 、 本 明細 書 の 後 で 詳 述 され る よう に ライ ブラ 
リ か ら の 単純 な が 「 ド ラッ グ ア ン ド ドロ ッ プ 」 で ユー ザ に より 直接 挿入 され る よう に 本 発明 
の シス テム 内 に 予め プロ グラ ム さ れる 。 各 主 行動 フレ ー ム は 、 タ イム ライ ン 内 に 挿入 され 
る フレ ー ム の 開始 で ある トリ ガ 事 象 に より 定義 され る 。 主 行動 フレ ー ム の 終了 は 、 そ れ に 
続く 別 の 主 行動 フレ ー ム が 挿入 され る 限り に お いて だ け 、 ま た は 終了 事象 が 定義 され る 場 
合 に 定義 され る 。 

[0073] 

運動 レイ ヤ は 、 ロ ボッ ト の 関節 の モー タ の 動き を グル ー プ 化す る 1 つま た は 複数 の 逐次 
的 主 運 動 フ レー ム ( successi ve main motion Frames) に 
より プロ グラ ム さ れる 一 組 の ロボ ッ ト の 運動 を 定義 むす る 。 実行 され る これ ら の 動き は 、 本 
明細 書 の 後 で 詳 述 され る アニ メー ショ ン 画 面 上 の 行為 に より プロ グラ ム さ れ て も よい 前 記 
モー タ の 到来 角度 位置 (angul ar positions of arrival 
) に より 定義 され る 。 同一 の ボッ クス の すべ て の 主 運動 フレ ー ム は ボッ クス の タイ ムラ イ 
ン に より 同期 され る 。 主 運動 フレ ー ム は 到来 フレ ー ム (arrival Frame) に 
より 定義 され る 。 開始 フレ ー ム は 、 前 の 主 運 動 フ レー ム の 終り の も の また は ボッ クス の 開 
始 事象 の も の で ある 。 

[0074] 

主 行動 フレ ー ム と 主 運動 フレ ー ム は 主 行為 フレ ー ム (main action Ега 
те) の 一 般 名 で 呼ば れる 。 
[0075] 

同じ タイ ムラ イン に 取り 付け られ て いる と いう 条件 で 、 い くつ か の 主 行為 フレ ー ム ( 行 
動 、 ま た は 運動 の ) を 並列 に 実行 する こと が 可能 で ある 。 

[0076] 

フフ ロー チャート は 後 で 詳 述 され る よう に 相互 に 接続 され た 一 組 の ボッ クス で ある 。 ボッ 
クス の それ ぞ れ は 次 に 、 新 し い 行 動 ま た は 運動 レイ ヤ が 取り 付け られ る 他 の タイ ムラ イン 
を 含む こと が で きる 。 

[0077] 

スク リプ ト は ロボ ッ ト に より 直接 実行 可能 な プロ グラ ム で ある 。 本 発明 の 枠組 み 内 で は 
、 ス クリ プ ト は 好ま し いや り 方 で C 十 士 言語 で 書か れる 。 ス クリ プ ト を 含む お ボッ クス は い 
か な る 他 の 要素 も 含ま な い 。 

[0078] 

ソフ トウ ェ ア は 、Wi пао мз (商標) Мас (商標 ) 、 ま た は Linux( 商標 
) オペ レー ティ ング シス テム を 使用 する こと に より 、PC 上 また は パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー 
タ 型 の 別 の プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に 埋め 込ま れ て も よい 。 

[0079] 

本 発明 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト は 通常 、Ch or egraphe( 商 標 ) ソフ トウ ェ 
ア を 使用 する こと に より 人 間 と 相互 作用 で きる よう に プロ グラ ム さ れる こと に な る 。 こ の 
開発 アー キテ クチ ャ に より 可能 に な る 時 間 的 お よび 行動 的 論理 の 組み 合わ せ は 、 本 発明 の 
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実施 の た め に 特に 有利 で ある 。 本 明細 書 の 後 で 説明 され る 一 定数 の ツー ル は 、 本 発明 の 枠 
組み 内 で の 自然 な 対話 の た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス を 有する ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト を 実現 
する た め に 特に 開発 され た 。 

[0080] 

図 5 は 、 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お いて ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト が 受け る 応答 ノ 
刺激 の ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト に より 与え られ る 解釈 を 改良 する た め に 一 般 的 な や り 方 で 
適用 され る 処理 動作 の 機能 フロ ー チ ャ ー ト で ある 。 

[0081] 

長期 に わた っ て 、 人間 は 機械 と 相互 作用 する 多様 な 手段 を 開発 し て きた 。 こ れ ら の 手段 
は テク ノロ ジー の 進化 に 従う の で 、 常 に より 効果 的 と な る 。 すべ て の 場合 に お いて 、 効果 
的 で ある た め に は 、 相 互 作 用 は それ が 何で あれ プラ ッ ト フ ォ ー ム と ユー ザ の 必要 性 と に 適 
合 化 され な けれ ば な ら な い 。 

[0082] 

し た が っ て グラ フィ ッ ク イ ンタ ー フ ェ ー ス と ウィ ンド ウ 環 境 は 、 例 えば テキ スト 領域 ( 
テキ スト ボッ クス ) 、OK プ キャ ン セ ル ボ タン 、 チ ェ ッ クマ ー ク され る ボッ クス ( チェッ 
クボ ックス ) 、 ラ ジオ ボタ ン 、 ま た は 複合 ボッ クス (コン ボボ ックス ) な どの グラ フィ ッ 
クイ ンタ ー フ ェ ー ス 部 品 と も 呼ば れる 一 定数 の イン ター フェ ー ス 要素 (GUI 要素 す な わ 
ち グ ラフ ィ ッ ク ユ ー ザ イン ター フェ ー ス 要素 ) を ユー ザ の 自由 意思 で 配置 する 77274 
ッ ク イ ンタ ー フ ェ ー ス に 適合 され た これ ら の 要素 は 、 従来 の 画面 タイ プ の いか な る 視覚 的 
フィ ー ド バッ ク も 原理 的 に 提供 し な いい ヒューマノイド ロボ ッ ト 上 な ど で は 使用 する こと が 
で き な い 。 今や 、 ロ ボッ ト と の や り と り は 、 コ ンピュータ の グラ フィ ッ ク イ ンタ ー フ ェ ー 
ス と の や り と り と 少な く と も 同じ くら い 豊 富 で な けれ ば な ら な い 。 こ の と き 、 人 は 、 ボ ッ 
クス に チェ ッ ク マ ー ク を 付け 、 キーボー ド 上 で テキ スト を 入力 し 、 ア イコ ン を ダブ ルク リ 
ッ ク し 、 ま た は アプ リケーション の ウィ ンド ウ 内 の 十字 を クリ ッ ク す る の と 同じ や り 方 で 
選択 肢 を 選択 し 、 単 語 を 綴る 、 ま た は アプ リケーション を 実行 する また は アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を 離れ る こと が で きる こと を 望む 。 人 は 、 人 間 化 され 自然 な ユー ザ の 為 の イン ター フェ 
ー ス を 望む か ら こ そこ れ ら の 既存 要素 を 単純 に 複製 し た いと も 思わ な い 。 し た が っ て 自律 
ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト に 適合 化 さ れ た ユー ザイ ンタ ター フェー ス 要 素 を 見 つけ る 必要 が あ 
る 。 

[0083] 

これ ら の 要素 は また 、 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト 行動 の 作成 者 に と っ て 容易 に パラ メタ ー 
タ 化 可能 で な けれ ば な ら な く 、 ま た ユー ザ の 言語 に 容易 に 適合 で きる よう に し な けれ ば な 
ら な い 。 既存 の 自律 ロボ ッ ト は 音声 認識 な どの 簡単 な 人 間 - ロ ボッ トイ ンタ フェ ー ス を 導 
入 す る こと が で きる が 、 従来 技術 で は 、 ユ ー ザ と 開発 者 の いずれ も 、 地 域 化 され る ( 多 言 
語 使用 を 可能 に する ) と と も に 失敗 を 管理 する いか な る 多様 式 (mul ti modal ) 
ユー ザイ ンタ ー フ ェ ー ス 要素 を 提供 され な か っ た 。 実 際 、 今 日 、 多 重 セ ン サ 捕捉 お よび 処 
理 能 力 と 移動 運動 能力 と その 四肢 の 多数 の 自由 度 と を 備え た 合理 的 な 大 き さ と 価格 の ヒュ 
ー マ ノ イド ロボ ッ ト 内 に 埋め 込む こと が 可能 な 音声 認識 の タイ プ は 、 ロ ボッ ト 上 に 搭載 可 
能 な コン ピュ ー タ 資源 と 電気 エネ ルギー 資源 に より 必然 的 に 制限 され る 。 こ れ ら の 資源 は 
実際 に は 、 信 号 の 捕捉 の 安全 性 と 信頼 性 と 動き の 実行 に 必要 な 制御 と を 保証 で きる よう に 
する 処理 動作 に 対す る 優先 度 に より 必然 的 に 割り 当て られ る 。 し た が っ て 音声 認識 の この 
状況 に お ける 避け られ な い 不 完全 性 の 最良 の 補正 を 可能 に する 人間 - ロボ ッ ト イ ンタ フェ エ 
ー ス 要素 を 提供 する こと と 、 特 に は 、 ロ ボッ ト が ユー ザ か ら 受 け 取 る メッ セー ジ に 対し 口 
ボッ ト に より 与え られ る 解釈 に つい て の 疑問 と 収束 する 対話 シー ケン ス の 枠組 み 内 で 生 ず 
る ロボ ッ ト に より 返さ れる 質問 と を 解決 する た め の メ カニ ズム に より ユー ザ に 良好 な 相互 
作用 を 提供 する こと 、 が 必要 で ある 。 

[0084] 

ロボ ッ ト は 人 間 的 基準 (human references) 、 す な わ ち 、 人 間 が 同じ 
状況 に お いて と る で あろ う 身 振り と 行動 を 返さ な い の で 、 人 間 は 自然 な や り 方 で ロボ ッ ト 
に 話し か け な い と いう こと に も 注意 する 必要 が ある だ ろう 。 相互 作用 は と り わ け 、 ロ ボッ 
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ト が 人 間 の 方 向 を 見 な けれ ば ( 人 間 - 人 間 相 互 作 用 に お ける 習慣 的 相互 作用 が 無けれ ば ) 
自然 な も の と は な ら な い 。 さ ら に 、 人 間 コ ミュ ニケ ーション と の 対比 で は 、 多 機能 ヒュ ー 
マ ノ イ ドロ ボッ ト に 搭載 され る コン ピュ ー タ 資源 に 適合 する 音声 認識 の タイ プ は それ 自体 
は 幾 人 か の ユー ザ と の 相互 作用 の 効果 的 管理 を 可能 に し な い 。 さ ら に 、 た いて い の ロ ボッ 
ト は 自然 言語 を ほとん ど ま た は 全く 使用 し な い 。 音声 合成 は 通常 、 ロ ボッ ト が 読む こと に 
な る ロボ ッ ト 用 に 考案 され た 話 ま た は 人 間 に よ り 書 か れ た 電子 メー ル で あっ た と し て も 、 
人 間 に よ り 予 め 書か れ た 語句 に より プロ グラ ム さ れる 。 し た が っ て 音声 合成 は 、 人 間 - п 
ボッ ト 相互 作用 を 人 間 - 人 間 相 互 作 用 に 可能 な 限り 近付け る よう に する 要素 を 欠く 。 従来 
技術 の 人 間 - ロ ボッ トイ ンタ フェ ー ス は 、 人 間 - 人 間 自 然 相 互 作 用 を 模擬 し 、 こ の 相互 作 
用 の 成功 に 貢献 で きる よう に する 十分 な 多様 式 (mul ti -modal i ту) また は 
相互 作用 コー ド を 有 し て いな い 。 さ ら に 、 ユ ー ザ に より 既に 取得 され た 知識 で あっ て ユー 
ザ が 日 々 使用 する 知識 で も イン ター フェ ー ス が 呼び 出せ ば 、 経 験 は 、 は る か に 容易 と な り 
、 ユ ー ザ の その 部 分 に つい て 少し 学習 する 必要 が ある だ け と な る 。 し た が っ て 、 仮 想 世界 
の 部 屋 全 体 に わた っ て 眼 を 巡ら すこ と が 、 コ ンピュータ キー ボー ド 上 の 矢印 を 押す こと に 
よる より も 頭 を 動か すこ と に より 仮想 現実 ヘル メッ ト に より いっ そう 本 能 的 に 行わ れる こ 
と に な る 。 

[0085] 

本 発明 の 解決 策 は 、 ソ フト ウェ ア と ハー ドウ ェ ア を 組み 合わ せ た 、 自 律 ヒ ュー マ ノ イ ド 
ロボ ッ ト に 適合 化 さ れ た ユー ザイ ンタ ー フ ェ ー ス 要素 を 提案 する 。 上 述 の よう に 使用 され 
る 用 語 で ある 、GUI 要素 を ロボ ッ ト の 行動 に 置き 換え る こと に より 、BUI 要素 ( ビ ヘ へ 
イ ビ ア ユー ザイ ンタ ー フ ェ ー ス 要素 : Behavior Us er | nt erface 

El ements) 、 本 明細 書 で は より 一 般 的 か つ 単 純 に U|1 El ements と 呼ぶ 
こと が で きる 、 を 定義 むす る 。 こ の よう な UI El ement 5 は 、 例 えば 、 次 の よう な 行 
為 を 簡単 な や り 方 で コー ド 化す る よう に 定義 され る こと が で きる 。 

ー ロ ボッ ト の 頭 の 3 つの 触覚 セン サ を 同時 に 叩く こと に より 即座 に アプ リケーション を 
中 止 する 。 

ー 音声 認識 を 使用 する こと に より ロボ ッ ト に 尋問 する 。 

ー ロ ボッ ト の 触覚 セン サ の うち の 1 つ を 叩く こと に より アプ リケーション の 次 の 工程 に 
移動 する 。 

[0086] 

し た が っ て これ ら の 単純 な 要素 は 、 ロ ボッ ト の すべ て の 行動 と アプ リケーション に 利用 
可能 と な る よう に また は 所 与 の プロ ジェ クト の 特定 の 資源 を 装っ て 生成 され る よう に 一 般 
的 ライ ブラ リ に 埋め 込ん で も よい 真 の 相互 作用 コー ド で ある 。 

[0087] 

本 発明 の UI E! ement s は 、 行 動 開発 者 に より 使用 され 容易 に パラ メタ ー タ 化す 
る こと が で きる 要素 で ある 。 行動 を プロ グラ ム す る た め の 基 本 GUI 要素 と な る の は 主 に 
Choregraphe ボ ックス で ある 。 特に 、 こ れ ら の ボッ クス の いく つか は 、 グ ラフ 
ィ ッ クイ ンタ ー フ ェ ー ス 部 品 を 開発 する た め の Qt (商標) 環境 に より 生成 され る Wi а 
get ライ ブラ リ を 使用 する こと に より C 二 士 で コー ド 化 され た Choregraphe 
プラ グイ ン を 含む 。 

[0088] 

本 発明 の 実施 を 可能 に する 機能 アー キテ クチ ャ の 簡略 図 を 図 5 に 表す 。 
[0089] 

ロボ ッ ト が 対話 者 と メッ セー ジ を 交換 する 通信 チャ ネル の 入力 / 出 力 の 制御 モジ ュー ル 
51 0 は 、 図 1 の 中 央 ユニ ッ ト 120 内 に 取り 付け られ る か また は それ に 関連 し て 取り 付 
けら れる 。 こ の モジ ュー ル は 、 ロ ボッ ト が 備え る 特定 の 通信 チャ ネル の 送信 受信 前 処理 
手段 を 物理 的 また は 論理 的 に 含む 。 

[0090] 

これ に 限定 され な い が 、 そ れ ぞ れ が 受信 チャ ネル と 送信 チャ ネル を 有する 3 つの タイ プ 

の メッ セー ジ 通 信 チ ャ ネル を 同 図 に 表し た 。 
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[0091] 

9471 の 受信 チャ ネル 52 1 は 、 人 間 の 聴覚 に 対応 し 、 ロ ボッ ト が 音声 信号 ( 好ま し 
く は 意味 諭 的 内 容 を 含む 音声 メー ル ) を 取得 で まる よる に まる し た が っ て ロボ ッ ト は 図 
2a に 表 さ れ た マイ クロ ホン 210a を 備え て も よい 。 こ の チャ ネル の 出力 は 通常 、 音 声 
認識 アル ゴリ ズム を 実行 する 特定 の 信号 処理 プロ セッ サ に より 前 処理 され る 。 これ ら の ア 
ル ゴ リ ズム は 、 多少 複 雑 で ある か も し れ な く 、 そ し て 使用 され る 環境 ( 周囲 騒音 、 複 数 の 
話し 手 な ど ) と お お よそ 完全 な 特定 の 学習 の 実施 と に 応じ て 変わ り 得る 有効 性 を 有する か 
も し れ な い 。 し か し な が ら す べ て の 構成 に お いて 、 認 識 誤 り は 避け られ な い 。 
[0092] 

タイ プ 1 の 送信 チャ ネル 53 1 は 、 人 間 の 話し 言葉 に 対応 し て お り 、 ロ ボッ ト が 例え ば 
図 2 b に 表 さ れ た 拡声 器 2 1 0b を 手段 と し て 話す て と が で きる ( すなわち 意味 論 的 内 容 
を 含む 音声 メー ル を 読み 上 げ る こと が で きる ) よう に する 。 言 語 、 音 質 、 リ ズム 、 口 調 は 
、 状 況 の 関数 と し て そし て 感情 を 表現 する た め に 変え られ て も よい 。 し か し な が ら こ れ ら 
の 音 は また 、 ビ ー プ 音 、 予 め 記録 され た 音楽 で あっ て よい 。 例え ば モー ルス シー ケン ス の 
ビー プ 音 、 予 め 設 定 さ れ た コー ド に 従う 音楽 も また 、 意 味 論 的 内 容 を 有する こと が で きる 
と 理解 され る 。 


[0093] 
о о A 
マッ ピン グ で きる よう に し 、 ア クセ ス 可 能 な メモ リ 内 に 格納 され て いれ ば 認識 で きる 画像 


ЕЕН о conse 
ラ 220a を 備え て も よい 。 カ メラ の 1 つ は 遠方 視野 に 専用 化 さ れ 、 他 は 近傍 視野 に 専用 
со о ора а 
出 ま た は 顔 を 実際 に 認識 で きる よう に 適合 化 さ れる 。 繰り 返す が 、 認 識 性 能 が 何で あれ 、 
不 確 実 性 また は 誤り は 避け られ な い 。 i ул. り 定義 さ 
れ 得 る VDU り 上 で ロボ ッ ト に 提示 され る 番号 数 字 ま た は 商標 な どの 単純 な 形 に 適用 する こ 
と も で きる 

[0094] 

タイ プ 2 の 送信 チャ ネル 5 3 2 は 、 直 接 的 な 人 間 の 等 価 物 の 無い 人 工 的 チャ ネル で ある 
。 こ の チャ ネル は 、 ロ ボッ ト の 体内 に 埋め 込ま れ た LED に より 生成 され る 光信 号 の 発射 
を 可能 に する 。 数 多く の LED が 、 特 に 眼 、 耳 、 胴 、 足 上 に 設け られ て も よい 。 こ れ ら は 
、 異 な る 色 を 有 し 、 可 変 周波 数 明 減 能 力 を 備え る こと が で きる 。 こ の チャ ネル は 、 メ ッ セ 
ー ジ を 送る 単純 で 強力 な 手段 を ロボ ッ ト に 備え させ る 。 特に 、 特定 コー ド が ユー ザ に より 
義 さ れ プ ログ ラム され て も よい 。 

【0095】 

タイ プ 3 の 受信 チャ ネル 5 2 3 は 人 間 ら し さと 等 価 な チャ ネル で ある 。 に の の の 
ル は その 触覚 領域 が 制限 され る 。 触覚 領域 は 例え ば 、 図 2 a に 表 さ れ た セン サ 230a な 
どの 触覚 セン サ に 集中 する 。 ロ ボッ ト の 対話 者 は 、 ロ ボッ ト に 2 進 ( 行為 の 確認 ) また は 
さら に 複雑 な タカ イプ の メッ セー ジ を 伝え る た め に 触覚 セン サ を 作動 する 。 こ の チャ ネル に 
より 受信 され る 情報 は 実際 、、 ユー ザ に より 定義 され る 単 一 的 コー ド ( 神 と 褒美 の 意味 を そ 
れ ぞ れ 有 する 、 舌 打ち と な で る こと ) また は モー ルス 型 の 連続 的 コー ド の いずれ か に 対応 
する こと が で きる 。 こ の タイ プ の 通信 チャ ネル を 定義 むす る た め に 特定 の 触覚 セン サ が 絶対 
的 に 必要 と いう こと で は な い 。 本 明細 書 の さら に 後 で 説明 され る よう に メッ セー ジ セ ン サ 
が ロボ ッ ト の 腕 お よび また は 前 腕 の 位置 に より 表 さ れる 連続 的 アナ ログ セン サ で あっ て 
前 記 位置 が 対話 者 に より ロボ ッ ト に 伝達 され る 数 値 を 表す 同じ タイ プ の チャ ネル を 、 そ れ 
が 対話 者 の 接触 行為 を 受信 する 限り 、 定 義 し て も よい 。 実 際 、、 い いつでも 、 ロ ボッ ト は その 
関節 の 角度 位置 を 知っ て お り 、 し た が っ て 移動 の 意味 が 予め 定義 され て いれ ば 対話 者 の 行 
為 に よる 移動 に 起因 する 関節 の 角度 位置 の 変化 を メッ セー ジ と し て 解釈 する 方 法 を 知っ て 
いる 。 一 肢 ( 例え ば 、 им) の 単純 な 接触 も また 、 ロ ボッ ト の 関節 の 角度 位置 の セン サ に 
より 識別 する こと が で きる 。 衝撃 ま た は 持ち 上 げ な どの より 急 肉 な 動き は 、 ロ ボッ ト FO 
性 ユニ ッ ト と 足 の 裏 セ ン サ (FSR) と に より それ ぞ れ 検出 され て も よい 。 


30 


(20) JP 2017-41260 А 2017.223 


[0096] 

タイ プ 3 の タイ プ の 送信 チャ ネル 533 は 人 間 の 身振り と 等 価 で ある 。 頭 は 、 ヨ ーー 角 に 
より 測定 され る 方 位 角 の 変位 と ピッ チ 角 に より 測定 され る 仰角 の 変位 と の 2 つの 自由 度 を 
与え られ て も よい 。 こ れ ら の 2 つの 動き は 伝統 的 に 承認 (ピッ チ ) また は 拒絶 (ヨー) の 
メッ セー ジ を 定義 むす る 。 こ れ ら は また 、 ロ ボッ ト が 会 話 状 態 に ある 対話 者 の 方 に その 視線 
を 向け る こと が で きる よう に する 。 肩 、 肘 、 手 首 の 関節 は ピッ チ 、 ロ ー ル (ロー ル ま た は 
右左 ね じ れ ) 、 ヨ ー、 ヨ ー の 自由 度 を 備え て も よい 。 手 は 開く 能力 と 閉じ る 能力 を 備え 
て も よい 。 これら の 関節 の 動き の 組み 合わ せ に より 、 こ の チャ ネル を 通し ロボ ッ ト の 対話 
者 に 伝達 され る メッ セー ジ の 内 容 を 定義 で きる よう に する 。 

[0097] 

他 の メッ セー ジ 通 信 チ ャ ネル ( 図 に は 表 さ れ な い ) が 存在 する 、 ま た は それ ら が 定義 さ 
れ て も よい 。 特に 、 ロ ボッ ト は 、 赤 外線 、 ブ ルー トゥ ー ス 、 ま た は Wi fi リンク に より 
信号 を 送受 信 す る こと が で きる 。 し た が っ て 、 和 特に 、 こ の 目的 の た め に プロ グラ ム さ れ た 
リモ コン 、 例 えば Appl е (ве) の i Phone( 商 標 ) また は モー ショ ン キ ャ プチ 
ャ お よび また は 測位 機能 を 有する 別 の 電話 を 使用 する こと に より 、 対 話 者 は この チャ ネ 
ル を 介し ロボ ッ ト に メッ セー ジ を 送信 する こと が 可能 で ある 。 

[0098] 

同様 に 、 ロ ボッ ト は これ ら の 通信 ポー ト を 介し 別 の ロボ ッ ト に メッ セー ジ を 送る こと が 
で きる 。 

[0099] 

本 発明 に よる と 、 メ ッ セ ー ジ 通信 チャ ネル は 、 異 な る タイ プ の チャ ネル を ハイ ブリ ッ ド 
型 の チャ ネル に マー ジ す る こと に より 定義 され て も よい 。 し た が っ て 音声 認識 を 備え た 音 
声 チ ャ ネル と 画像 認識 を 備え た 可視 チャ ネル の 出力 は 、 そ の 出力 が デー タマ ー ジ 処理 に よ 
り 改 良さ れる こと に な る 新しい チャ ネル を 生成 する よう に 組み 合わ せら れ て も よい 。 こ の 
チャ ネル か ら の 出力 に 関す る 出力 は 、 別 個 に 採取 され た 2 つの 出力 より 高い 信頼 水準 の ア 
プリ オリ で ある 。 

[0100] 

ロボ ッ ト の 2 人 の 対話 者 54 1 と 542 も また 図 5 に 表 さ れる 。 当然 、 た だ 1 人 また は 
3 лао ота ие оро さら に 、 メ ッ セ ー ジ の 交換 に 
必要 な 可聴 お よび プ ま た は 可視 信号 を 送信 で きる よう に する デー タリ ンク に より ロボ ッ ト 
が 置か れ た 部 屋 に リン ク さ れる と いう 条件 で 、 対 話 者 は ロボ ッ ト か らい くら か 離れ て 置か 
れ て も よい 。 当然 、 こ の 場合 、 物 理 的 接触 を 必要 と する タイ プ 3 の 通信 チャ ネル の 利用 は 
不可 能 と な る 。 

[0101] 

ロボ ッ ト の その 対話 者 に 対す る お よび ロボ ッ ト の その 環境 に 対す る 相対 位置 は また 、 人 
間 ノ プロ ボッ ト 対話 の 性 質 を 特徴 付け る よう に お よび 随意 的 に その 進行 を 修正 する よう に 特 
定 の セン サ ( 対 話 者 の 場所 に 関連 する 音声 認識 : 画像 認識 : 超 音 波 セ ン サ 等 ) に より 測定 
され 、 例 えば 体積 、 ト ー ン 、 ま た は 表情 の 解析 に より 解釈 され 相互 参照 され る こと が で き 
る 。 し た が っ て 、 近 づき 大 声 で 話す 対話 者 は 、 ロ ボッ ト に より 脅威 と 見 な され 、 関 連 す る 
身体 言語 に より 、 ま た は 相互 作用 の 実際 の 修正 また は 遮断 に より 様々 な 防衛 行動 を トリ ガ 
する こと が ある 。 

[0102] 

これ ら の 様々 な 通信 チャ ネル の 入力 / ノ 出力 の 論理 的 制御 は モジ ュー ル 5 1 0 に より 行わ 
れる 。 
[0103] 

後者 は 、 本 明細 書 の さら に 後 で 説明 され る よう に 同じ 第 1 の タイ プ の 送信 チャ ネル 上 に 

送信 され た メッ セー ジ を 通し て 第 1 の タイ プ の 受信 チャ ネル ( 例え ば 、 кое 
入力 に つい て の 疑問 を 同一 時 間 に 解 決 で きる よう に する 。 上記 疑 問 解決 行為 は 恐 ら 同 
ES e a ai 
上 で 対話 者 に より それ に 応じ て 行わ れる 。 第 1 の タイ プ の チャ ネル ( 例え ば 、 音 声 チ ャ ネ 
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ル ) 上 で 受信 され た メッ セー ジ に つい て の 疑問 の 解決 を 要求 する メッ セー ジ は また 、 第 2 
の タイ プ の チャ ネル (例え ば 、LED 送 信 に よる 可視 チャ ネル ) 上 で 送信 する こと が で き 
、 対 話 者 の 疑問 解決 行為 は 第 3 の タイ プ の 受信 チャ ネル (例え ば 、 触 覚 チ ャ ネル ) 上 で 行 
われ な けれ ば な ら な い 。 これら の 組み 合わ せ は 純粋 に 非 限定 的 例示 と し て 与え られ 、 様 々 
な 組み 合わ せ が 可 能 性 で ある 。 

[0104] 

通信 チャ ネル 5 1 0 の 入力 出力 の 制御 モジ ュー ル も また 、 メ ッ セ ー ジ の 入力 を より 簡 
単に 組み 合わ せる た め に 使用 する こと が で き 、 こ の 組み 合わ せ に より ロボ ッ ト の 「 心 」 の 
中 の 疑問 の いか な る 可能 性 も 実質 的 に 除去 で きる よう に する 。 

[0105] 

受信 チャ ネル に より 受信 され た 入力 と 受信 チャ ネル に より 送信 され た 出力 と を 組み 合わ 
せる た め の 機 能 の プロ グラ ミン グ は 、BUI El ements を 使用 する こと に より 単純 
な や り 方 で 実行 され て も よい 。 

[0106] 

我々 は 、 選 択 タ イプ の 制御 ボッ クス また は 選択 ボッ クス か ら な る BUI El ement 
の タイ プ に つい て 後 で 説明 する も の と する 。 後者 は 、 閉 じ た リ スト から 選択 を 行う 方 法 を 
表す 。 それは 特に 、 対 話 の 枠組 み 内 で 、 限 定 さ れ た 数 の 単語 と 語句 の 認識 に 適合 化 さ れ 、 
ロボ ッ ト は ユー ザ の 選択 を 聴く 前 に 質問 を 投げ か ける こと が で きる 。 

[0107] 

我々 は 、 異 な る タイ プ の 選択 ボッ クス と は 別個 の タイ プ の BUI El ement に つい 
て 以下 に 説明 する 。 

[0108] 

我々 は 、 整 数 を 選択 する 例 に より この 様式 を 示す 。 こ の 要素 に 関し 、 ロ ボッ ト は 例え ば 
タイ プ 1 の 送信 チャ ネル 5 3 1 上 で 、 ユ ー ザ に 利用 可能 な 最小 数 と 最大 数 に つい て 述べ 、 
一 方 の 腕 を 対話 者 の 方 へ 伸ばす 。 ロ ボッ ト は 弱く サー ボ 制 御 さ れる 。 こ の 腕 は 、 図 5 の タ 
イプ 3 の 受信 チャ ネル 523 を 構成 する こと に な る 。 腕 の 低い 位置 は 最小 桁 に 関連 付け ら 
れ 、 高 い 位置 は 最大 桁 に 関連 付け られ る 。 し た が っ て ユー ザ は 桁 を 選択 する た め の カ ー ソ 
ル と し て ロボ ッ ト の 腕 を 利用 する 。 ロ ボッ ト は 、 肩 の ピッ チ 関 節 (Shoul der Pi 
tch) 上 で 利用 可能 な 触角 の お か げ で 腕 の 位置 を 知る 。 こ の 相互 作用 を 補強 する た め に 
、 ロ ボッ ト は ユー ザ が ロボ ッ ト の 腕 を 動か し て いる 間 に そ の 手 を 見 る 。 位置 の 各 変 化 に よ 
っ て 、 ロ ボッ ト は 選択 され た 桁 を 言う こと が で きる 。 ユ ー ザ は 、 タ イプ 3 の 別 の 受信 チャ 
ネル 523 を 使用 する こと に より ロボ ッ ト の 頭 の 中 央 の 触覚 セン サ に 触れ る こと に より 、 
選択 を 検証 する こと が で きる 。 特に セン サ の 精度 に 対し 余り に も 多 過 ぎる 数 の 桁 が ある 場 
合 、 一 方 の 腕 に より 粗 調 整 が な され 、 そ し て 第 2 の 腕 が より 正確 に 選択 する よう に し て も 
よい 。 表情 の 順序 付き リス ト を 数 字 に より 表し て も よい 。 こ の と き 上 記 手 順 は 、 ロ ボッ ト 
に より 告げ られ た ドロ ッ プ ダウ ン メ ニュ ー か ら の 選択 の 様式 に な る 。 

[0109] 

桁 を 選択 で きる よう に する 変形 形態 は 、 触 覚 セ ン サ だ け を 使用 する こと か ら な る 。 例え 
ば 、 

- 前 方 セン サ を 叩く こと で 、 桁 の リス ト に お いて 1 段階 下る こと が で きる よう に し 、 

- 後 方 セン サ を 叩く こと で 、 桁 の リス ト を 上 る こと が で きる よう に し 、 

- 前 方 また は 後方 セン サ を 押し た まま に する こと で 、 桁 の リス ト 内 の スク ロー ル を 加速 
で きる よう に し 、 

- 選択 は 中 央 セン サ に 触れ る こと に より 行わ れる だ ろう 。 

[0110] 

本 発明 の 使用 の シナ リオ の 関数 と し て 、 可 能 な 組み 合わ せ を 大 幅 に 変え る こと が 可能 で 
ある こと が 理解 され る 。 

[0111] 

図 6 は 、 本 発明 の いく つか の 実施 形態 の ロボ ッ ト の 行動 相互 作用 の プロ グラ ミン グ 論 
理 チ ャ ー ト で ある 。 
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[0112] 

同 図 に より 示さ れ た 例 は 、 ロ ボッ ト に 単語 の リス ト か ら の 選択 を 提示 する 対話 者 と ロボ 
ッ ト が 対話 する シナ リオ で ある ( 例え ば 、 な ぞ な ぞ で の ゲー ム の 場合 の ) 。 こ の シナ リオ で 
は 、 タ イプ 1 の 受信 チャ ネル 、 タ イプ 3 の 受信 チャ ネル 、 タ イプ 1 の 送信 チャ ネル が 使用 
され る 。 

[0113] 

図 中 の コー ド 6 1 0 に より 表 さ れる 行為 は せ 、 ロ ボッ ト の 対話 者 の 行為 : すなわち 、 例 え 

ば ロボ ッ ト に より 既に 告げ られ た リス ト か ら ユ ー ザ に より 告げ られ た 選択 : タイ ム ア ウ ト 


( すなわち 、 無 選択 ) : この リス ト 内 の 1 つま た は 複数 の 単語 の 理解 の 確認 要求 に 対す る 
回 答 「 は い プ いい え 」 で ある 。 
[0114] 


図 中 の コー ド 6 2 0 に より 表 さ れる 行為 は せ 、 コ ー ド 6 3 0 に より 表 さ れる 内 部 変数 の 状 
態 の 関数 と し て 起動 され る ロボ ッ ト の 行為 で ある 。 これ ら の 内 部 変数 の 意味 は 以下 の 通り 
で ある 。 

ーr : 選択 の リス ト の 中 か ら ユ ー ザ に より 告げ られ た 単語 の ロボ ッ ト に よる 認識 の 確率 
の 比 、 

ー-f : 認識 失敗 の 総数 、 

ーt : タイ ム ア ウ ト ( ま た は 、 所 定 の 時 間 後 の 対話 者 に よる 選択 が 無い ) の 数 、 

-S1 : ЖИТ, 

-S2: 認識 確率 比 の 賠 値 2 、 

-t мах: 可能 な タイ ム ア ウ ト の 最大 数 、 

-f max: 可能 な 失敗 の 最大 数 。 


[0115] 

タイ ム ア ウ ト が 処理 され る 一 般 的 な 方 法 は 、 日 々 の 人 間 生 活 の 単純 原理 に つい て 投げ か 
けら れる 問題 へ 適応 「 一 言 も 言わ な い 人 は 誰 で あろ うと . . . と いう こと に 同意 する 」 に 
相当 する 。 

[0116] 

同 図 に 表 さ れる 処理 動作 の 一 般 的 論理 に つい て 以下 に 説明 する 。 

[0117] 


NAO は ユー ザン 対話 者 に 耳 を 傾け 、 変 数 キ f と t は ゼロ に 初期 化 さ れる 。 所 定 の タイ ム 
アウ ト 時間 が 経過 し た こと を 対話 者 が 認め れ ば タイ ム ア ウ トカ ウン タ は イン クリ メン ト さ 
れ 、 タ イム アウ ト の 最大 数 に 達 す れ ば 相互 作用 ルー プ が 遮断 され る 。 

[0118] 

この アプ リケーション は 、 開始 され る 際 に プレ ー ヤ の 数 を 確か め る た め に ゲー ム に お い 
て 、 ユ ー ザ に より 行わ れる ロボ ッ ト の 尋 間 な どの 特定 の 行為 が 、 ま た は 頭上 の 触覚 セン サ 
の 1 つ を 押す こと に より 、 こ の アプ リケーション を トリ ガ す る 決定 論 的 状況 に お いて 、 ま 
た は 人 間 の 存在 の 検出 、 時 刻 、 ま た は より 一 般 的 に は 一 日 の 事象 の ログ (ロボッ ト に より 
格納 され る ) な どの パラ メー タ の 関数 と し て この アプ リケーション を トリ ガ す る 人 工 知能 
の 状況 に お いて 、 の いずれ か の 状況 に お ける 行動 で 初期 化 さ れ て も よい 。 例え ば 、 ユ ー ザ 
が この アプ リケーション を 呼び 出し 中 で ある と いう こと を 検知 する と 、 ロ ボッ ト は ユーザ 
が それ の 何 を 望む か お よび な ぜ そ れ を 呼び 出し た か を 知る こと が で きる よう に する アプ リ 
ケー ショ ン を トリ ガ す る 。 別 の 状況 で は 、 人 間 の 存在 を 検出 する と 、 ロ ボッ ト 自体 は 、 ユ 
ー ザ が プレ ー す る こと を 大 い に 望 み 、 か つ ユ ー ザ が プレ ー し て か ら 長 い 時 間 経 っ て いる ゲ 
ー ム を 提案 する た め に アプ リケーション を トリ ガ す る こと が で きる よう に な る 。 
[0119] 

対話 者 が タイ ム ア ウ ト の 終了 前 に 選択 を 告げ る と 、 測 定 さ れ た 認識 確率 比 r は 期待 認識 
БИО 51, 52 (51 <52) と 比較 され る 。 こ れ ら を 判定 する や り 方 に つい て 
は 後 で 説明 する 。 

[0120] 
Г <51 な ら ば 、 こ の 単語 の 認識 は 失敗 と 考え られ る 。 失敗 カウ ンタ が イン クリ メン ト 
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され る 。f ma x に 達 す れ ば 、 単語 は 未 認識 で ある と 明確 に 宣言 され 、 相 互 作用 は 遮断 さ 
れる 。f тах に 達し な けれ ば 、 以下 の 3 つの 場合 の 準備 が 図 に 示す よう に な され て も よ 
い 。 

- 第 1 番目 の 失敗 (f =1 ) で は 、 ロ ボッ ト は 「 分 か り ま せん で し た 」 と その 対話 者 に 
示し 、 選 択 の リス ト の 繰り 返し か ら な る 機能 「activateHel pWhenFai 
| ur e 」 の 1 つ を 起動 する 。 

ー- 第 2 番目 の 失敗 (f =2) で は 、 ロ ボッ ト は また 「 分 か り ま せん で し た 」 と 示し 、 対 
話 者 に 選択 の リス ト を 提供 する こと と 、 対 話 者 に その 触覚 セン サ を 使用 する よう に 依頼 し 
、 そ れ を どの よう に 使用 する か を 示す こと か ら な る 機能 「acti vat е Hel р Wh 
enFai | ur е 」 の 別 の も の を 起動 する 。 

ー それ を 超え る (3 ミ f <f тах) 失敗 で は 、 ロ ボッ ト は 、 効果 的 な 会 話 の 条件 が 満 
た され て いな いと いう こと を 対話 者 に 示す 語句 、 例 えば 、 通 常 は 前 記 対 話 者 を 促し て 会 話 
を 終了 させ る こと に な る 「 雑音 が 多 す ぎる 」 な ど を 告げ る こと が で きる 。 

[0121] 

S1 <r ミ S2 で あれ ば 、 ロ ボッ ト は 実際 に 聞い た も の に 関し 疑問 を 抱き 、 同 図 に 表 さ 
れ た 手順 に 従っ て 、 認 識 し た と 考え る 単語 また は 表現 を 発声 し 、 そ の 対話 者 に 「 こ れ は 正 
し いで すか ? 」 と 尋ね る こと に より 疑問 を 解消 する 行為 を 取る こと が で きる 。 対 話 者 が 「 
は い 」 と 答え る か 、 ま た は タイ ム ア ウ ト の 終了 時 に 答え な けれ ば 、 ロ ボッ ト は 回 答 が 正 し 
いと 考え る 。 対話 者 が 「 いい え 」 と 答え れ ば 、 失敗 カウ ンタ は イン クリ メン ト さ れ 、f m 
ax に 達する と 、 ロ ボッ ト は 、 分 か ら な か っ た 、 と 明確 に 示し 、 相 互 作 用 は 停止 する 。f 
max に 達し な けれ ば 、 

- 第 1 回 目 の 失 敗 ( =1) ) で は 、 ロ ボッ ト は 、 選 択 の リス ト の 繰り 返し か ら な る 機能 
「acti vateHel р Мһеп Еаі 1 иге і 21 つ を 起動 する こと が で きる 。 

- 第 2 回 目 の 失 敗 ( =2) で は 、 そ の 対話 者 に 選択 の リス ト を 提供 する こと と 、 そ の 
対話 者 に その 触覚 セン サ を 使用 する よう に 依頼 し 、 そ れ を どの よう に 使用 する か を 示す こ 
と か ら な る 機能 「acti vateHel pWhenFai|l ure」 の 別 の も の を 起動 
する 。 

- 第 3 回 目 か ら f ma x まで の 失敗 で は 、 対 話 者 は 認識 の 確率 比 が 改善 する まで 選択 を 
繰り 返さ な けれ ば な ら な い 。 

[0122] 

この よう に し て 、 音 声 認識 の 不 完全 性 を 著しく 緩和 する こと と 、 ロ ボッ ト と その 対話 者 
と の 会 話 に お ける 流動 性 を 改善 する こと が 可能 で ある 。 

[0123] 

М 7а, 7b. 7с は 、 本 発明 の いく つか の 実施 形態 に お ける 多様 式 イ ンタ ー フ ェ ー ス 
の 相互 作用 の 論理 的 お よび 時 間 的 組み 合わ せ を 示す タイ ムチ ャ ー ト を 表す 。 

[0124] 

これ ら の 図 は 、 図 6 の チャ ー ト に 表 さ れ た タイ プ の 相互 作用 を プロ グラ ム で きる よう に 
する 選択 ボッ クス の 図 で ある 。 
[0125] 

選択 ボッ クス は 、 項 目 4 1 0 下 で 示さ れ た も の な どの ボッ クス で ある が 、 こ れ ら は 自然 
な 対話 の た め の 特 定 の 行動 の 特に 効果 的 な プロ グラ ミン グ を 可能 に する 特定 タイ プ の も の 
で ある 。 


【0126】 
これ ら の 図面 内 の 符号 の 意味 は 以下 の 通り で ある 。 
ー 7а で は 、 


ー710a は ロボ ッ ト ま た は その 対話 者 の 行為 プア ス ピーチ を 示す 。 


-720a は 触覚 セン サ を 示す 。 

-740a は 認識 ビー プ 音 を 示す 。 

-7 50а は 回 転 す る アニ メ 化 され た 位置 の ロボ ッ ト の 顔 の L ED を 示す 。 
-751a は ロボ ッ ト の 固定 位置 の 顔 の LED を 示す 。 
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-760a は ロボ ッ ト の 顔 の LED の 点滅 を 示す ( 受信 され た メッ セー ジ の ロボ ッ ト に 
よる 理解 の 関数 と し て 様々 な 色 で あっ て よい ) 。 

-770a は タイ ム ア ウ ト 機能 を 示す 。 

8 0 a は 選択 ボッ クス の 出力 を 示す 。 

90a ВГ 触覚 セン サメ ニュ ー に 行く 」( 図 7 b ) を 示す 。 
А О は 機能 「 選択 の ソー ト に 行く 」( 7с) を 示す 。 

BO は 機能 「 音声 認識 メニ ュー に 行く 」 を 示す 。 

ーR1 、R2、R3 は 、 ロ ボッ ト が 曖昧 さ 無 し に 理解 し た 場合 、 ロ ボッ ト が 理解 する が 
いく つか の 疑問 を 抱く 場合 、 ロ ボッ ト が 全く 理解 し な い 場 合 を それ ぞ れ 示す 。 

ー- 図 7c で は 、710c は 機能 「 前 ペー ジ の メニ ュー に 戻る 」 を 示す 。 

[0127] 

選択 ボッ クス 内 で プロ グラ ム さ れ た 処理 動作 の 一 般 的 論理 は 既に 説明 し た も の と 同一 で 
ある 。 こ こ で 説明 され る 追加 要素 は 以下 の と お り で ある 。 

ー ロ ボッ ト の 顔 の LEDs 750a の 利用 、 随 意 的 に は 一 問 一 答 を 強調 する た め に L 
ED 点 減 の 利用 。LED は 、 ロ ボッ ト が スピ ー チ を 検出 し 解析 中 で ある こと を 示す た め に 
固定 位置 751 a に ある 。 

ー 認識 の 準備 が で き て いる 時 を 示す た め に ロロ ボット に より 発せ られ る 可聴 「 ビー プ 音 」 
の 利用 。 実際 、 処 理 能力 と 電源 の 制限 の た め に 、 そ し て また 認識 時 の うる ささ を 回 避 す る 
た め に 、 後 者 は 音声 合成 と 同時 に は 活性 化 さ れ な い 。 し た が っ て ロボ ッ ト に より 対話 者 に 
投げ か けら れ た 質問 は 後者 に より あま り に も 早く 答え られ る 必要 は な い 。「 ビー プ 音 」 は 
、 答 え 始 め る た め に ピー 音 を 発する 。 

ー こ の や り と り と 以前 の や り と り の 間 に こ の ロボ ッ ト の 履歴 ログ と ユー ザ の その 経験 と 
に 応じ て いく つか の 水準 の ヘル プ を 利用 する 可能 性 。 

ー プ ログ ラミ ング を 容易 に する た め に いく つか の メニ ュー を ナビ ゲー ト する 可能 性 。 
[0128] 

次 に 説明 する 図面 は 、 上 の 図 4 に 対す る 注釈 と し て 述べ た Chor egraphe ソ フ 
トウ ェ ア の 選択 ボッ クス 部 品 が 、 表 され た 例 で は タイ プ 1 ( 音声 交換 ) の 受信 チャ ネル と 
送信 チャ ネル を 使用 する こと に より NAO ロボ ッ ト と 対話 者 間 の 単純 また は 複雑 な 相互 作 
用 を プロ グラ ム す る た め に 利用 され る 画面 ショ ッ ト で ある 。 

[0129] 

два, 、8b、8c、8d、8e は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 対話 言語 を 変更 する 
た め の 2 進 選択 お よび 選択 肢 に より ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 対話 を プロ グラ ム で きる 
よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

[0130] 

図 9a、9b、9c、9d、9e は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 対話 言語 を 変更 する 
た め の リ スト と 選択 肢 か ら の 選択 に より ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト と の 対話 を プロ グラ ム で 
きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

[0131] 

図 10a、10b、10c、10dgd は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 選択 の リス ト の い 
くつ か の 選択 肢 同士 を 比較 する 音声 認識 試験 を 実行 で きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 
【0132】 

図 1 1 a と 図 1 1 b は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 、 選 択 の リス ト の 選択 肢 を 置換 ま 
た は 補足 する こと が で きる よう に し 、 い くつ か の 選択 肢 同 士 を 比較 する 新しい 音声 認識 試 
験 を 実行 で きる よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

[0133] 

図 12a、12b、12c、12gd は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 、 質 問 の も の と は 
異な る 言語 で 選択 の リス ト の いく つか の 選択 肢 同 士 を 比較 する 音声 認識 試験 を 実行 で きる 
よう に する 一 連 の 画面 を 表す 。 

[0134] 
図 13a、13b、13c、13dgd は 、 本 発明 の 一 実施 形態 に お ける 、 選 択 の リス ト 
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の いく ОФ НЕКЕ И е ЗЬ FF Бе ШАБА RO BIE & л (ЕСА рэ 9А – 
連 の 画面 を 表す 。 
[0135] 

通常 、 選 択 ボ ックス は 、 ユ ー ザ が 選択 の 事前 定義 セッ ト の 中 か ら 回 答 を 選択 で きる よう 
に する 。 選択 ボッ クス は 、 開 発 者 が 直観 的 か つ 可 読 な や り 方 で 一 組 の 可能 な 選択 を 書く こ 
と が で きる よう に する 表 型 の 部 品 を 呼び 出す 。 開発 者 が 予め 知ら な けれ ば 、 選 択 の リス ト 
も また ボッ クス へ の 入力 と し て 入力 する こと が で きる 。 し た が っ て 例え ば 、 ユ ー ザ の メー 
ル を 管理 する アプ リケーション の 場合 、 ロ ボッ ト は ユー ザ に 、 別 の ファ イル 内 に 格納 され 
た ユー ザ の アド レス 帳 か ら 連 絡 先 を 選択 させ る こと が で きる 。 こ れ ら の UI El emen 
ts は 高度 に パラ メタ ー タ 化 可 能 な ツー ル で ある 。 し た が っ て 音声 認識 お よび プ ま た は 合 
成 を 使用 する UI El ements は 地域 化 さ れる 。 例え ば 選択 ボッ クス は 仏語 と 英語 で 
編集 可能 で ある 。 そ の プロ グラ ミン グ の た め の グ ラフ ィ ッ クイ ンタ ー フ ェ ー ス レベ ル で は 
、 ボ ックス を 編集 する た め の 言 語 を 変更 する た め に 使用 され る Wi dget Qt (商標 
) が ComboBox で あっ て も よい 。 

[0136] 

Chor egraphe ボ ックス の 入力 ( 及び 出力 ) は 以下 の いく つか の タイ プ の も の 
で あっ て よい 。 

1 .「 バ ン 音 (bang) і: 信号 が 送ら れる 。 

2. 数 字 : 入力 は 整数 また は 浮動 小数 点 の 数 を 取り 出す 。 

3 . 文字 列 : 入力 は 文字 列 を 取り 出す 。 

4. 動 的 。 

[0137] 

動 的 型 の 入力 ( 各々 出力 ) は ALVal ue を 取り 出す (各々 出力 する ) 。 
[0138] 

ALVal ue s は NAOQI ライ ブラ リ 内 に 記載 され た 一 般 型 ( 特に は 、 整 数 、 浮 動 
小数 点 、 配 列 、 ブ ー リ アン 、 文字 列 、 未 初期 化 ALVal ue で ある 「bang」) ОЖ 
合 で ある 。 動 的 型 の 入力 は アプ リケーション の 展開 を 極め て 柔軟 な や り 方 で 管理 する 。 + 
に 、 様 式 間 お よび ププ また は 様式 内 確認 モー ド の 選択 と 支援 の 提示 は 、 可 能 な 選択 の 数 に 応 
じ て そ れ ら を 起動 する た め に ロボ ッ ト の 対話 者 に 提供 され る 。 

[0139] 

し た が っ て 、 こ の 入力 が 動 的 型 で ある と いう 条件 で 、p yt hon 表 (配列 型 ) を Ch 
or egraphe ボ ックス に 対す る 入力 と し て 入力 する こと が 可能 で ある 。 
[0140] 

本 発明 を 実施 する た め に 使用 され る Chor egraphe ソ フト ウェ ア は 、 ブ ー リ ア 
ン 型 の ボッ クス (チェ ッ ク ボ ックス ) 、 文 字 列 タイ プ の ボッ クス (テキ スト ボッ クス ) 、 
編集 可能 また は エン ド ユ ー ザ に よら な い 文 字 列 タイ プ の 多 肢 選択 の ボッ クス ( コン ボボ ッ 
クス ) 、 整 数 また は 浮動 小数 点 浮 動 小数 点 型 の ボッ クス ( スラ イダ ) 、 ま た は 他 の タイ プ 

の ボッ クス の パラ メー タ を 含む 。 例え ば 、 Me プリ ケー ショ ン に お いて 選択 
ボッ クス を 使用 する プロ グラ マ は 、 ブ ー リ アン パラ メー タ 「 検証 され た 選択 を 繰り 返す 」 
(仏語 で は 、「Repeter le choi x val ide」) の チェ ッ ク マ ー ク 
を 付け る また は チェ ッ ク マ ー ク を 外す 可能 性 を 有する 。 こ れ は 、NAO が ユー ザ に より 検 
証 さ れ た 選択 を 系 統 的 に 繰り 返す か どう か を 定義 むす る の で 、 相 互 作 用 中 の NAO の 行動 に 
影響 を 及ぼ すこ と に な る 。 

[0141] 

音声 認識 の 欠陥 を 緩和 する た め に 、 診 断 ツ ー ル は 音声 相互 作用 の 成功 を 最大 化 で きる よ 
うに する 。 し た が っ て 、 選 択 ボ ックス に お いて 、 開 発 者 が 表 中 の 単語 の リス ト の 書き 込み 
を 完了 する と 、 こ れ ら の 単語 の 百分率 認識 ( 例え ば ロボ ッ ト に より 確か に 認識 され る 単語 
に 対応 する 1 00%、 ロ ボッ ト が 認識 し な い 単 語 に 対応 する 0 %) を 示す こと に な る この 
ツー ル を 実行 する こと が で きる 。 こ の 診断 は 、 音 声 合成 に より 話さ れ た 単語 (ユー ザ が 話 
す も の に 近い と 仮定 する ) と 音声 認識 に より 予想 され る 単語 と の 比較 に より 行わ れる 。 さ 
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ら に 、 選 択 毎 に 相互 作用 の 機会 と 自然 さと を 最大 化す る よう に 、 い くつ か の 表現 を 定義 す 
る こと が で きる 。 し た が っ て 、 メ ー ル を 送信 する よう に ロボ ッ ト に 依頼 する た め に 、 開 発 
者 は 、 ユ ー к ее ас осна 電子 メー ル を 送 
る 」 な どの いく つか の 語句 を 配置 する こと が で きる よう に な る 。 ユ ー ザ は 、 そ の 後 、 最 終 
的 に 同じ こと を 言う よう に これ ら の 様々 な 表現 同士 間 の 選択 肢 を 有する こと に な る 。 
[0142] 

本 発明 の 解決 策 は また 、 幾 人 か の ユー ザ の 存在 を 管理 し な い 音 声 認識 の 問題 を 解決 で き 
る よう に する 。 人 間 は 、 数 人 と 話 を する 際 に は コミ ュ ニ ケー ショ ン が 困難 で ある と 認識 し 
て いる の で 、 一 人 ずつ 話す こと に より 適応 する 。 こ の 状況 は 、 よ く 知 られ た フラ ンス の 「 
tul] 形式 の ロボ ッ ト に よる 利用 な どの 明確 に 単 二 ユー ザ 相 互 作 用 コー ド の 存在 に より 容 
易 に され る 。 

[0143] 

欠点 の ある 音声 認識 は 、 人 間 - ロボ ッ ト イ ンタ フェ ー ス が 特に 失敗 の 状況 を 最も よく 管 
理 し 、 ユ ー ザ に 正しい 時 に 話さ せ ( これ は 相互 作用 コー ド に 関わ る ) 、 対 話 の 代替 で あっ 
て より 効果 的 な 解決 策 を 利用 で きる よう に させ な けれ ば な ら な いと いう こと を 必要 と する 


[0144] 

本 発明 の 枠組 み 内 で は 、 音 声 診断 機能 が この タイ プ の 問題 を 解決 で きる よう に する 。 こ 
の 機能 は 、 試 験 対象 の 単語 を 音声 合成 ソフ トウ ェ ア で ある 、t ext-ーto-speec 
h に より 発音 させ る こと に より 実行 する 。 次 に 、 こ の 試験 対象 の 単語 は 音声 認識 に より 解 
析 さ れる 。 よ り 正 確 に は 、 同 じ 単 語 は 例え ば 3 回 発音 され 、 毎 回 、 単 語 を 発音 する や り 方 
の 代表 的 サン プル を 有する よう に 音声 と その ピッ チ の 速度 を 変化 させ る 。 次 に 、 音 声 認識 
に より 返さ れ た 3 つの 認識 率 が 平均 化 さ れる 。 単語 の 推定 百分率 認識 は この 値 で ある 。 音 
声 診 断 の 2 つの 可能 な モー ド が ある 。 

[0145] 

その 「 一 斉 (Together ) 」 モ ー ド は 次 の よう に 動作 する 。 選択 ボッ クス 内 に 記 
録 さ れ た すべ て の 単語 は 音声 認識 に より 聴取 され 、 次 に NAO が 、 他 で 説明 され る よう に 
推定 認識 率 を 計算 する 。 

【0146】 

「 一 つ ず つ (One by Опе) 」 モ ー ド は 次 の よう に 動作 する 。 他 の ライ ン 上 の 
他 の 可能 な 選択 肢 だ け で な く 所 与 の ライ ン に 関し 、 解 析 対 象 の 単語 が 音声 認識 に より 聴取 
され る が 、 そ れ と 同じ ライ ン 上 に 置か れ た その 別 の 単語 は 聴取 され な い 。 こ の 診断 の 利点 
は 、2 つ の 「 同義 語 」 が 互い に 似 て いる 場合 、 例 えば 「coucou!l 」 と 「couco 
и toi ! 」、 推 定 認 識 率 は 「 一 斉 」 モ ー ド ( 推定 認識 率 は 、 こ れ ら が 音声 認識 に よ 
し ば し ば 混同 され る の で 極め て 悪く な る で あろ う ) ほど 低く は な ら な い 。 ss 
義 語 が ロボ ッ ト に より 混同 され た と し て も 深刻 で は な い 。 

[0147] 

診断 が 各 ラ イン に 対し て 行わ れる と 、 同 義 語 が 推定 認識 率 の 降順 で 配置 され 、 最 良 の 同 
義 語 の 認識 率 は ライ ン の 終わ り に 記録 され る 。 

【0148】 

し た が っ て 選択 ボッ クス は 、 ロ ボッ ト が それ を 正しく 認識 また は 解釈 し た か が 定か で な 
いと き に ユー ザ に 回 答 を 確認 する こと を 依頼 する よう に プロ グラ ム さ れる 。 こ の メカ ニ ズ 
bli, 聴力 障害 を 有する 人 間 ま た は 理解 を 困難 に する 環境 に 陥っ た 人 間 に よ り 使 用 され る 
も の と 同一 で ある 。 ロ ボッ ト は 、 ユ ー ザ の 回 答 の 理解 の レベ ル に 応じ て 異な る 反応 を 有 す 
る こと に な る 。 次 に 、 い くつ か の 閣 値 ( 例え ば 、 図 5 に 対す る 注釈 と し て 定義 され た 賠 値 
S1 と S2) は 、 認 識 ソ フト ウェ ア に より 計算 され る 認識 信頼 度 の 関数 と し て 固定 され る 
。 例 えば 、 第 1 の 認識 閣 値 S1 に 達し な いと き 、 ロ ボッ ト は プレ ー ヤ に 回 答 を 繰り 返す よ 
うに 依頼 し 、 第 1 ФЕ {#5 1 に 達し た が 第 2 の 高い 認識 閣 値 S 2 に 達し な いと き 、 ロ ボッ 
ト は 、 そ れ に 対す る 回 答 が 疑問 を 解消 で きる よう に する 質問 を 投げ か ける こと に な る 。 ロ 
ボッ ト は また 、 ユ ー ザ が ロボ ッ ト に 対し 正しく 答え る よう に ヘル プ を 与え る こと が で きる 
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о すなわち ロボ ッ ト は 可能 な 選択 の リス ト を 与え 、 そ れ と の 相互 作用 手段 を 示す こと が で 
き 、 投 ば げ かけ られ た 質問 が あれ ば これ を 繰り 返す こと が で きる 。 相互 作用 コー ド は また 、 
音声 認識 の 欠陥 を 緩和 する の に 極め て 役立つ 。 実際 、 音 声 認 識 は 、 ロ ボッ ト が 話し て いる 
間 は ロボ ッ ト に 話し か ける こと を 可能 に せ ず 、 音 声 認識 の 実行 と それ が 実際 に 活性 化 さ れ 
る 瞬間 と の 間 の 遅延 は か な り 長 い 。 し た が っ て 、 音 声 認識 が 実行 され る と 可聴 コー ド が 働 

き 、 話 すこ と が で きる と いう こと を ユー ザ に 示す 。 その 後 、 か な り 直 観 的 な 可視 コー ド と 
回 転 す る 耳 の LED が 、 ユ ー ザ に 、 ロ ボッ ト は 聴い て いる と いう こと を 知ら せる 。 音声 認 
識 を 使用 する UI El ement о は また 、 こ の 音声 認識 に 代替 手段 を 提供 し 、 繰り 返さ 
れる 理解 の 問題 の 場合 (これ は 例え ば 極め て 雑音 の 多い 環境 に よる か も し れ な い ) Къп 
ー ザ が 成功 禅 に コミ ュ ニ ケー ショ ン で きる よう に する 。 こ れ ら の 代替 手段 は 触 知 可 能 、 可 
聴 、 可 視 的 な も の で あっ て よい 。 例え ば 、 選 択 ボ ックス は ユー ザ が 触覚 セン サ を 使用 する 
こと に より 回 答 を 選択 で きる よう に し 、 前 方 セン サ を 押す こと で 選択 の リス ト 内 を 進む こ 
と が で きる よう に し (この と き 、 ロ ボッ ト は 各 選 択 を 告げ る ) 、 後 方 セン サ は この リス ト 
内 を 後退 で きる よう に し 、 中 央 セン サ は 選択 を 検証 で きる よう に する 。 ロ ボッ ト が 様々 な 
選択 を 告げ る こと と 、 ユ ー ザ が 検証 し た い 選 択 を 聞い た と き に 「OK」 と 言う こと 、 と を 
構想 する こと も 可能 で ある 。 ま た は 、 そ う で な けれ ば 、 確 認 の た め に 、「 は い 」 ま た は 「 
いい え 」 と 答え る 代わ り に ユー ザ は ロボ ッ ト の 一 方 の 腕 を 押す こと が で きる 。 図 5 に 対す 
る 注釈 と し て 定義 され た 様々 な タイ プ 1 、2 、3 の 通信 チャ ネル の 入力 / 出 力 の 制御 モジ 
ュー ル は 、 選択 ボッ クス の 様々 な 入力 出力 間 の リン ク を 通し て これ ら の 組み 合わ せ を 管 
理 す る た め の 機 能 を 単純 か つ ユ ー ザ フレ ンド リ な や り 方 で 生成 で きる よう に する 。 
【0149】 

通常 、 本 発明 の 解決 策 は 、 イ ンタ ー フ ェ ー ス の 人 間 化 、 す な わ ち 人 間 - 人 間 イ ンタ ー フ 
ェ ー ス の 模擬 形態 を 提案 する 。 我々 は 、 ス ピー チ ( も ちろ ん 、 す な わ ち 発言 され た 単語 群 
) だ け で な < く 口調 と 視覚 的 要素 と の 3 つの 主要 素 が 2 人 の 人 間 同 士 の 直接 コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン 中 に 作用 し 始め る と いう こと を 知っ て いる 。 そ の 証し と し て 、 そ れ ら の 進展 を 通し て 
、 書 く こ と また は イン スタ ント メッ セー ジ な どの 間接 コミ ュ ニ ケー ショ ン 手 段 を 観測 する 
こと に より 、 対 話 中 の 情報 不足 が 一 般 的 な 法則 と し て 、 直 接 コ ミュ ニケ ーション の 代用 物 
と 句読点 また は 最近 の 顔 文字 な どの 代用 物 の 追加 に より どの よう に し て 緩和 され る こと が 
で きる と いう こと を 極め て 明確 に 理解 する こと が 可能 で ある 。 すべて の 場合 に お いて 、 今 
日 の 大 き な 技 術 的 進歩 に も か か わら ず 、 こ れ ら の 基本 要素 が 全体 と し て 人 間 - ロボ ッ ト コ 
ミュ ニケ ーション の た め に 置き 換え られ る こと は 依然 と し て 難し い 。 但し 、 対 話 の 演出 を 
改良 する 人 工 的 代用 物 を 見 つけ る こと は 可能 で ある 。 ロ ボッ ト の 音声 合成 と 音声 認識 は ス 
ピー チ の 等 価 物 を 可能 に する 。 し た が っ て これ ら は 人 間 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 柱 で あ 
る 。 ヒ ュー マ ノ イ ドロ ボッ ト は さら に 、 対 話 の 視覚 的 要素 の 大 部 分 、 す な わ ち 身振り と 顔 
の 表情 、 を 表現 する こと が で きる と いう 利点 を 有する 。 実 際 、 そ の 擬人 的 ボデイ に より 、 
その 移動 は 車輪 上 の ロボ ッ ト ほ ど 容 易 で な い が 、 そ の 身振り は 人 間 行動 に 、 よ り 簡 単に 基 
づく こと が で きる の で 、 人 間 の 動き と し て 容易 に 解読 する こと が で きる 。 こ の と き 、 コ ミ 
ュ ニ ケー ショ ン は より 自然 に 実行 され る 。 

[0150] 

それ に も か か わら ず 口 調 と 顔 の 表情 は 、 固 定 さ れ た 顔 と 口調 と を 有する ロボ ッ ト に は 欠 
け て いる 。 但し 、 こ れ ら の 2 つの 要素 は 、 こ れ ら の 要素 を 伝え る 他 の 機能 と コー ド に より 
補償 され る 。 こ れ ら は 、 ユ ー ザ に よる 多少 長い 学習 を 必要 と する 。 こ の と き 、 目 的 は 、 こ 
の 学習 を 可能 な 限り 短く し 、 し た が っ て ユー ザ が 既に 知っ て いる も の に 対し 可能 な 限り 一 
貫 性 が あり それ に 近い コー ド に する こと で ある 。 

[0151] 

Ben Shnei derman の 著作 で ある 、「Designing the Us 
ег | nter face: Strategies f or Ef fective H u 
man-Computer | nt eracti on」(1997 年 発行 : htt p : Y 
グ www. csS.umd.edu グ hcil ググ pubs グ books グ dtui . sht 
ml ) の 中 で 述べ られ 、 通 常 は グラ フィ ッ ク イ ンタ ー フ ェ ー ス に 適用 され る 人 間 工 学 の 基 


ン 


30 


(28) ЈР 2017-41260 А 2017.223 


本 法則 を 適合 化す る こと に より 、 単 純 で か つ 一 貫 性 の ある コー ド と し た が っ て 自然 で か つ 
流動 的 相互 作用 を 実現 する 。 こ れ ら の 法則 は 次 の 原理 : コー ド と イン ター フェ ー ス 要素 と 
の 一 貫 性 、 上 級 ユ ー ザ の た め の シ ョ ー ト カッ ト の 存在 、 行 われ る 行為 に 関す る 即時 復帰 の 
存在 、 対 話 の 明確 な 終了 、 誤 り の 簡単 な 管理 、 フ ィ ー ド バッ ク の 可能 性 、 ユ ー ザ は 相互 作 
用 中 は 自分 自身 を マス ター と 感じ る に ちがい な いこ と 、 そ し て 最後 に 、 ユ ー ザ の 短期 記憶 
の 軽い 刺激 に つい て 述べ て いる 。 
[0152] 

音声 認識 お よび 合成 は 、 特 に 自然 言語 の 欠落 と 限定 数 の 単語 だ け を 認識 で きる よう に す 
る 単独 ユー ザ 認 識 と に より 、 限 定 的 で ある 。 本 発明 の 解決 策 は 、 十 分 に 自然 な 人 間 - ロボ 
Y 相互 作用 を 提供 する よう に 、 ロ ボッ ト に よる 自然 言語 の 不 使用 の 問題 を 解決 する 。 既 
に 、 最良 の 使用 は ロボ ッ ト の 音声 合成 か ら な る 。 特に 、 音 声 合成 お よび プ ま た は 認識 を 使 
用 する ロボ ッ ト の UI El ements の ほとん ど は 地域 化 さ れる 。 し た が っ て 仏語 を 話 
す ( 英語 を 話す ) ユー ザ は 仏語 ( жа) で ロボ ッ ト と 対話 する こと が で きこ れ に より 相互 
作用 の 成功 を 最大 化す る 。 その 後 、 最 良 の 使用 は 、 ロ ボッ ト の 反応 性 を 改良 する と と も に 
人 間 - ロボ ッ ト コ ミュ ニケ ーション の 成功 を 容易 に する た め に 、 タ イミ ング と 相互 作用 コ 
ー ド か ら な る 。 し た が っ て 、 選 択 ボ ックス は 、 ユ ー ザ か ら の 回 答 の 待ち 時 間 の よう な いく 
つか の パラ メー タ を 提案 する 。 し た が っ て ユー ザ が 全く 答え な か っ た と いう こと を 考慮 す 
る まで に ロボ ッ ト が あま り 長 く < 待た な いと いう こと だ け で な く < く 、 音 声 認識 を 正しい 時 に 起 
動 す る こと が 可能 と な る た め に ロボ ッ ト が 十分 に 長く 待つ こと も 保証 され る 。 相互 作用 コ 
ー ド は 、 身 振り 、 可 聴 お よび プ ま た は 可視 の も の で あっ て よい 。 し た が っ て 音声 認識 の 終 
了 の 可聴 ビー プ 音 は 、 ユ ー ザ に 、 ロ ボッ ト が も は や 聴い て いな いと いう こと を 知ら せる 。 
[0153] 

さら に 、 本 発明 の 解決 策 で は 、 コ ミュ ニケ ーション は 、 異 な る 様式 の いく つか の 通信 チ 
ャ ネル の 利用 と ロボ ッ ト の 一 部 分 に 関す る 特定 の 行動 と に より より 自然 な も の に され る 。 
し た が っ て 、 音 の 場所 と 顔 の 検出 ( 特に その 位置 ) と の 利用 に より 、 ロ ボッ ト が 人 間 の 対 
話 者 の 方 に 頭 を 回 転 で きる よう に する 。 こ れ は 別 の 人 間 に 対 処す る 際 の 確定 事実 で ある よ 
うに 思わ れる 。 ロ ボッ ト は また 、 特 に 名 前 、 固 有 の 特徴 (例え ば 、 ロ ボッ ト に より 行わ れ 
た 会 話 と 行動 の 履歴 ログ ) を 利用 する こと に より 人 間 に 対 処す る よう に 、 対 話 者 識別 ( 顔 
認識 、 音質 、 声 紋 な ど ) を 実施 する こと が で きる 。 ロ ボッ ト は また 、 人 触覚 セン サ を な で た 
か どう か に 応じ て 行動 を ユー ザ が 何と 考え た ( その 人 は その 行動 が 好 ん だ ) か を 知る こと 
が で き 、 そ の 後 、 例 えば 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン 中 に その 行動 を 実行 する こと を 提案 する 
o ロボット は 、 状 況 に 適合 し た や り 方 で 行動 し よう と する 。 し た が っ て ロボ ッ ト は アニ 
ーション を 再生 し 、 そ の LED を 使用 し 、 音 を 放送 する こと が で き 、 こ れ に より 人 間 が 話 
す と き に 人 間 が な す 本 能 的 な 身振り ( 両手 な ど に より 話す こと ) を 模擬 で きる よう に する 
。 ロ ボッ ト は また 、 う な ずく こと が で きる 。 い くつ か の 検討 、 特 に Justine Ca 


s sel | の 記事 、「Social Dialogue With Embodied 
Conversational Agents」(2005 年 発行 : ht t p : ググ ci 
t e s eerx. і st.psSu.edu グ vi ewdoc グ downl оаа ? ао! 


=10. 1.1.124. 98538 ep=rep18&8type テ pdf ) に お いて な さ 
れ た 検討 は 、 人 々 は 、 う な ず き が 無 作為 に 生じ た 場合 で も 機械 また は 化身 が うな ずく と 機 
械 また は 化身 が 会 話 に さら に 興味 を 持っ て いる よう だ と 考え る 、 と いう こと を 証明 で きる 
よう に し た 。 こ れ ら の あら ゆる 身振り の 信号 ( 頭 、 腕 また は 手 に より 同意 また は 反対 する 
こと な どの ) 、 音 声 信号 、 相 互 作 用 の 年 表 (chronol ogy) 、 対 話 者 の 場所 、 ま 
た は そう で な けれ ば ユー ザ の 意図 ( ユー ザ は 前 進 し て いる の か 後退 し て いる の か ) の 検出 
は 、 人間 - ロ ボット 相互 作用 を 通常 の 人 間 の 規範 に より 近付け る こと に より それ を より 自 
然 か つ 効 果 的 に する こと が で きる 。 し た が っ て これ ら は また 、 制 限 的 音声 認識 に 関す る 問 
題 の いく つか を 解決 する 。 こ れ ら は 本 発明 の 利点 の 1 つ で ある 。 図 8~ 図 1 3 の 画面 ショ 
ッ ト は 、NAO ロ ボッ ト と 対話 者 と の 対話 の いく つか の ケー ス を プロ グラ ム し て も よい や 
り 方 を 説明 する 。 

[0154] 
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行動 に お いて 選択 ボッ クス を 使用 する た め に は 、 ои egraph 
e の デフ ォ ル トラ イブ ラリ か ら 図 ( 図 8a ) 内 に ドラ ッ グ アン ドド ロッ プ す る 必要 が ある 
о 質問 を 仏語 と 英語 で 編集 で きる よう に する ロー カラ イズ テキ スト ボッ クス が 追加 され る 
。 質問 「 あな た の お 気に入り の 動物 は 何で すか ? 」 は ロー カラ イズ テキ スト ボッ クス の テ 
キス ト プ ラ グイ ン 内 に 英語 で 書き 込ま れる ( 図 8 b ) 。 人 は また 、 質 問 を 仏語 で 編集 する 
こと を 望む お 。 し た が っ て 、 ボ ックス の プラ グイ ン の コン ボボ ックス が 用 いら れ 、 仏 語 が 選 
択 さ れる ( 図 8c ) 。 この と き 、 質 問 の テキ スト は 、 編 集 さ れ な いと き は 空 で ある テキ ス 
ト プ ラ グイ ン 内 に 仏語 で 書き 込ま れる : "Quel e st топ animal р 

r efere?"( 図 8d) 。 質 問 は 、 ロ ボッ ト に より 正しく 管理 され る よう に 選択 ボッ 

クス に 入力 され な けれ ば な ら な い 。 ロー カラ イズ テキ スト ボッ クス の 出力 は 選択 ボッ クス 
の onStart 入力 に リン ク さ れる ( 図 8e ) 。 我々 は 今 、 選 択 ボ ックス の コン ボボ ッ 
クス に より 示さ れる よう に 選択 を 英語 で 編集 する も の と する 。 デ フォ ルト の 選択 が ボッ ク 
ス か ら 取 り 除 か れる 。 第 1 番目 の 選択 「 セン ザン コウ 」 が 表 の 第 1 行 に 書き 込ま れる ( 図 
да), 第 2 行 目 で は 、 別 の 動物 「 MR] ХЕЕХИЬХЙ, ЫЕЕГ 2 У Р212 BA 

ラッ シュ 「 /」 に より 昌 昧 か ら 区 切ら れ て 追加 され る 。 こ れ は 、 ロ ボッ ト が 時 昧 と タラ ン 

Е 言 で ある と 考え る こ a CA ре 選択 の 編集 は 例え ば 「 兎 」 と 
「 ポニ ー」 を 追加 する こと に より 終了 され る 。 行 の 数 は 選択 が 追加 され る 際 に 自動 的 に 適 
応 す る こと に 留意 され た い ( 図 9 c ) 。 コ ン ボ ボッ クス は 選択 ボッ クス を 編集 する た め の 
言語 を 仏語 に 切り 替え る た め に 使用 され る ( 図 9 d ) 。 英語 と 全く 同様 に 、 選 択 の リス ト 


が 書き 込ま れ 、 こ れ に より 「pangol in」、「araignee グ tarentu 
| e」、「|l apin」、「poney」 を 得る ( 図 9d) 。 
[0155] 


し か し な が ら 、 我 々 は ロボ ッ ト が 実際 これ ら の 選択 を 認識 する か どう か を 知ら な い 。 次 
に 、 我 々 は 音声 診断 機能 を 実行 し た い 。 我 々 は 「 プラ ス 」 を クリ ッ ク す る ( 図 10a ) 。 
次 に 、 我 々 は 評価 アイ コン を クリ ッ ク す る ( 図 10b) 。 行 毎 に 、 単 語 は 評価 され る ( 図 
1 0с), 同義 語 の 場合 、 最 良 の も の が 初め に 配置 され 、 示 され る 百分率 は この と き の 最 
良 同 義 語 の 結果 で ある 。 音声 診断 は 終了 し 、 こ の と き 「poney 」 は 極め て 不 完全 に 認 
識 さ れ て いる 危険 が ある こと が 分 か る ( 図 10d)。 

【0156】 

次 に 、 我 々 は 、 単 語 を 変え た 、「cheval 」 を その 代り に 入れ る こと を 決定 する ( 図 
Кы ый о 「Cheval 」 は 82 % の 優れ た 得点 を 獲得 し 、 我 々 
は それ を 保持 する ( 図 1 1b) 。 

【0157】 

我々 は 英語 に 切り 替え 、 単 語 に 対し 診断 を 英語 で 実行 する ( 図 1 2a 、12b) 。 次 に 
А о Ма ポニ ー」 に 加え られ る ( 図 12c ) 。 
診断 が 再 実行 され 、「 ポニ ー」 よ り 良 い 得 点 を 有する 「 馬 」 が 第 1 番目 の 位置 に 自動 的 に 
配置 され る こと に 留意 され た い ( 図 1 2d) 。 

【0158】 

我々 は 、 次 に 調整 し て も よい パラ メー タ を 編集 する 。 我々 は 選択 ボッ クス の 左下 の サム 
ホイ ー ル キー ET パラ メタ ー タ 化 ウ ィ ン ド ウ が 開く ( 図 13b 
) 。 我 々 は ブー リア ン パ ラメ ー タ 「 腕 を 動か す 」 に チェ ッ ク マ ー ク を 付け る ( 図 13c) 
o し た が っ て ロボ ッ ト は 話し て いる 間 、 そ の 腕 を 動か すこ と に な る 。 我々 は 、 こ の 新しい 
パラ メタ ー タ 化 を 検証 する た め に OK を クリ ッ ク す る 。 

[0159] 

行動 の 一 般 的 入力 は ロー カラ イズ テキ スト ボッ クス の 入力 に リン ク さ れ 、 選択 ボッ クス 
の 出力 は 行動 の 一 般 的 出力 に リン ク さ れる ( 図 13d) 。 

[0160] 

上 に 述べ た 例 と 同様 に プロ グラ ム さ れ た ソフ トウ ェ ア の 例示 的 な 動作 に つい て 次 に 説明 
する 。 
[0161] 
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ロボ ッ ト は 、Chor egraphe ア イコ ン 「 す べ て の モー タ の オン ププ オフ を スレ ー 
ブ プ 化 する 」 に よっ て スレ ー ブ 化 され 、 次 に 、 姿 勢 ラ イブ ラリ の 「i ni t pose」 位 
置 に よっ て 直立 状態 に され る 。 ロ ボッ ト の 言語 は 、 そ の ウェ ブ ペ ー ジ 上 に 存在 する パラ メ 
ー タ に よっ て 仏語 に 設定 され る 。 行動 は 、Chor egraphe の プレ ー ア イコ ン に よ 
っ て ロロ ボット 上 で 開始 され る 。 


[0162] 
腕 を 動か し な が ら 、 ロ ボッ ト は 「 あな た の お 気に入り の 動物 は 何で すか ? 」 と 尋ね 、 次 
に 、 傾 聴音 声 信号 (| | st еп! па sound signal ) を 発する 。 聴い て 


いる 間 、 眼 は 耳 と 同様 に 青色 に な り 、 頭 の 触覚 セン サ は 青色 で 明 減 する 。 
【0163】 

次 に 、 ユ ー ザ は 「 イル カ 」 と 答え る 。 何 が 言わ れ た か を 解析 し て いる 間 、NAO の 眼 は 
黄色 に な る 。 NAO は 回 答 を 理解 し な く 、 眼 は 2 度 赤 色 で 点滅 し 、 耳 は 2 度 青色 で 点 減 す 
る 。NAO は 、 腕 を 動か し な が ら 「 分 か り ま せん で し た 。 あ な た が 回 答 で きま す : セン ザ 
ンコ ウ 、 昌 昧 、 兎 また は 馬 。 あ な た の お 気に入り の 動物 は 何で すか ? 」 と 言い 、 聴 取 段 階 
(listening phase) に 戻る 。 

[0164] 

次 に 、 ユ ー ザ は 「 兎 」 と 答え る 。 ロ ボッ ト は 確信 が 持て な い が 、 セ ン ザ ンコ ウ と 理解 し 
た と 信じ る 。 眼 が 緑色 で 一 回 点滅 する 。 次 に 、 ロ ボッ ト は 活発 に 腕 を 動か し な が ら 、「 私 
は セン ザン コウ と 理解 し まし た が 、 正 し いで すか ? 」 と 言う 。 ユ ー ザ は 「 いい え 」 と 答え 
る 。 ロ ボッ ト は 眼 を 赤色 で 一 回 点滅 し 、 そ し て その 腕 を 動か し な が ら 支 援 を 開始 する 。「 
УТУ, МА Я ЕВЕ あな た は 、 私 の 触覚 セン サ の 助け を 借り て 回 答 を 選択 
する こと も で きま す 。 あ な た の お 気に入り の 動物 は 何で すか ? 」 そ し て 傾聴 モー ド (I 
st ening mode) に 戻る 。 次 に 、 ユ ー ザ は 前 方 触覚 セン サ を 押し 、 ロ ボッ ト は 
その 眼 を 青色 で 一 回 点 減 し 、「 セン ザン コウ 」 と 言う 。 次 に 、 ユ ー ザ は 再度 押し 、 ロ ボッ 
ト は その 眼 を 青色 で 点滅 し な が ら 「 MHI X= KZ5. З 回 目 に 、 ロ ボッ ト は 眼 を 青色 で 一 
回 点滅 な が ら 「 兎 」 と 言う 。 次 に 、 ユ ー ザ は 、 ロ ボッ ト の 選択 を 検証 する た め に 中 央 の 人 触 
覚 セ ン サ を 押す 。 ロ ボッ ト は 眼 を 一 度 緑 色 で 点滅 し 、 次 に 「 兎 」 と 繰り 返し 、 ボ ックス と 
行動 を 終了 する 。 

[0165] 

以下 に 説明 され る も の な どの よう な 、 ロ ボッ ト の 通信 チャ ネル 間 の 他 の 相互 作用 が 可能 
で ある 。 

[0166] 

選択 ボッ クス は 、 好 まし いや り 方 で 、 ユ ー ザ の 選択 を 認識 する よう に 触覚 セン サ と 組み 
合わ せ て 音声 認識 を 利用 する 。 別 の 可能 性 は ロボ ッ ト の 視覚 ( 特に 画像 認識 ) を 利用 する 
こと で ある 。 こ れ は 概念 認識 で は な く 物 体 認識 で ある 。 瓶 が 示さ れれ ば 、 画 像 認識 は 別 の 
商標 の も の で は な く こ の 同じ 瓶 を 認識 する こと に な る 。 本 発明 を 実施 で きる よう に する バ 
ー ジ ョ ン の 開発 ソフ トウ ェ ア の 可能 性 の 1 つ は 、 こ の ソフ トウ ェ ア 内 に ロボ ッ ト の カメ ラ 
リタ ー ン (camera return) を 有する こと で ある 。 ユ ー ザ は ロボ ッ ト に 物体 
を 示し 、Chor egraphe に お いて 得 ら れ た 画像 を 見 て 、 画 像 内 の 興味 の ある 対象 
物 を 意 の まま に 特定 する こと が で きる 。 ユ ー ザ は それ に 名 前 を 付け る 。 次 に 、 ロ ボッ ト は 
対象 物 を 解析 し 、 そ れ を 画像 の デー タベース に 格納 する 。 次 に 、 ユ ー ザ は 選択 ボッ クス の 
可能 な 選択 と し て これ ら の 画像 を 利用 する こと が で きる 。 例え ば 、 ユ ー ザ が 選択 ボッ クス 
に 「 瓶 」、「 コ ッ プ 」、「 雑誌 」 な どの 対象 物 の 名 前 を 記入 する こと を 望む 場合 。 ユ ー ザ 
は 選択 ボッ クス に これ ら の 単語 を 記入 し 、 次 に 瓶 、 お 気に入り の コッ プ 、 雑誌 の カバ ー を 
取り 上 げ 、 そ れ ら を ロボ ッ ト が 先 に 説明 し た よう に 解析 する よう に ロロ ボット に 示す 。 ЖЕ 
、 選 択 ボ ックス は ロボ ッ ト の 画像 の デー タベース 全体 を 探索 する 。「 コ ッ プ 」 と 称す る 対 
象 物 が 存在 すれ ば 、NAO は ユー ザ の 話 を 聴く と 同時 に それ を 探す 、 等 々 、 他 の 単語 も 同 
様 で ある 。 こ うし て 、 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ の 選択 を 聴く NAO 上 の この ボッ クス を 開始 する 
。 ユ ー ザ は 「 瓶 」 と 言っ た が ロボ ッ ト は 理解 し な い 。2 人 の や り 取 り の 後 、 ロ ボッ ト は 、 
「 瓶 」、「 コ ッ プ 」、「 雑誌 」 が その デー タベース 内 に ある の で ユー ザ に これ ら を 示す こ 
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と が で きる こと を 説明 する 。 ユ ー ザ は 、 ロ ボッ ト の 話 を 聴き な が ら 、 記 録 に 役立つ (また 
は 同じ 商標 の ) 瓶 を 示す こと が で きる 。 次 に 、 ロ ボッ ト は あたかも 単語 「 瓶 」 を 認識 し て 
いた か の よう に 振る 舞う 。 

【0167】 

本 発明 の 枠組 み 内 で は 、 ロ ボッ ト の ユー ザ の メッ セー ジン グ ア カ ウン ト を 受信 する / 読 
db, EX 送信 する 、 管理 する エー ジェ ント と し て 機能 する よう に ロボ ッ ト を プロ グラ ム 
する こと も 可能 で ある 。 こ の アプ リケーション に つい て 以下 に 説明 する 。 

【0168】 

メー ル ア プ リケーション に より 、NAO は 特に 電子 メー ル を 読む 、 電 子 メ ー ル に 応答 す 
る 、 ま た は 連絡 先 に 電子 メー ル を 送信 する だ け で な く 、 受信 さ れ た メー ル の 筆者 を 連絡 先 
に 加え る 、 メ ッ セ ー ジ を 削除 する 、 メ ッ セ ー ジ を 未読 と し て マー キン グ す る 、 再読 する 、 
次 の また は 前 の メッ セー ジ を 読む こと も で きる 。 

[0169] 

この アプ リケーション で は 3 つの 選択 ボッ クス が 使用 され 、 こ れ を 不可 欠 の 要素 と する 
。 単語 は 音声 診断 に よっ て 選択 され て いる 。 

[0170] 

アプ リケーション が 実行 され る と 、 ロ ボッ ト は ユー ザ が 新しい メッ セー ジ を 受信 し た か 
どう か を 調べ る こと か ら 始 め る 。 そ うな ら ば 、 ロ ボッ ト は 最初 の 新しい メッ セー ジ を 読み 
、 次 に 、 質 問 を 伴わ ず に 選択 ボッ クス を 実行 する 。 そ う で な けれ ば 、 ロ ボッ ト は 、 こ の 同 
じ 選 択 ボ ックス を 次 の 質問 を 伴っ て 実行 する : 「 あ な た は 私 に 何 を し て 欲し い の で すか ? 
」 。 し た が っ て 、 質 問 を 伴う また は 伴わ ず に 選択 ボッ クス を 実行 で きる と いう こと が 、 メ 
ー ル アプ リケーション に お いて 利用 され る 。 こ の 選択 ボッ クス は 、 ユ ー л 
な 行為 の 中 か ら 選 択 で きる よう に する 。 こ れ ら の 行為 は ボッ クス の プラ グイ ン の 表 に 書 
込ま れる 。「 タイ ム ア ウ ト 」 選択 ボッ クス 出力 は 、 タ イム アウ ト の 場合 da 
ッ セ ー ジ を 読む の で 、 役 立つ 。 こ の と き 、 パ ラメ ー タ 「 無 返答 時 の 最大 繰り 返し 回 数 」 は 
1 に 設定 され る 。 ロ ボッ ト は 最初 の タイ ム ア ウ ト 時 に この 選択 ボッ クス か ら 出 る 。 さらに 
、 ユ ー ザ に よる 選択 後に ロボ ッ ト は 理解 し た も の を 明確 に 示す 特定 の アニ メー ショ ン ま た 
киле пе, パラ メー タ 「 検証 され た 選択 を 繰り 返す 」 は 非 活 性 化 さ れる 。 ブ 
ー リ アン パラ メー タ 「 頭 を 動か す 」、「 腕 を 動か す 」、 お よび 「 脚 を 動か す 」 の お か げ で 
、 ロ ボッ ト は その 決定 に 合わ せ た ア ニメーション に より 活気 付け られ る こと に な る 。 
[0171] 

例え ば 、 こ の ボッ クス の 可能 な 選択 は 以下 の も の で ある 。 

- 返答 を 記録 する プ ご この メー ル に 返答 する プ そ の メー ル に 返答 する 返答 する 。 

а 

- 次 次 を 読む / 次 の メー ル を 読む 。 

- 前 の 前 の メー ル を 読む / 前 の メッ セー ジ を 読む 。 

- 未読 と し て マー キン グ す る / ノ 保管 する / 後 で 再読 する 。 

- 削除 する ノ プ メ ー ル を 削除 する プ メ ッ セ ー ジ を 削除 する 。 

ーー メール を 書く プ メ ー ル を 送る 送る 。 

- 連絡 先 に 加え る 。 

- 出る やめ る 飛ば す / 停 止 ノ 止め る ププ キャ ン セ ル す る 静か に する 。「 出る 」 は 選 
択 ボ ックス の デフ ォ ル ト 選 択 の 1 つ で あり 、 こ こ で は メー ル ア プ リケーション か ら 出 られ 
る よう に する 。 

[0172] 

ユー ザ が 「 メー ル を 書く 」 選択 肢 を 選択 すれ ば 、 ユ ー ザ は まず アド レス 帳 か ら 連 絡 先 を 
選択 し な けれ ば な ら な い 。 こ の 選択 機能 を 行う た め に 、「 あな た は 誰 宛 に 書き た い の で す 
Ж? 」 と いう 質問 を 伴っ た 選択 ボッ クス が 入力 と し て 使用 され る 。 選択 の リス ト は 可変 で 
ある 。 その 結果 、 選 択 ボ ックス の 表 は 記入 され な く 、 連絡 先 リ スト が それ を 保存 する ファ 
イル か ら 読 み 出さ れ 、 動 的 タイ プ の 選択 ボッ クス の 「choi cesList 」 人 入力 に 送 
られ る 。 こ の 時 、 パ ラメ ー タ 「 検証 され た 選択 を 繰り 返す 」 は 、Nao が メッ セー ジ を 州 
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宛 に 送る か を 実際 に 理解 し た と いう こと を ユー ザ に 示す た め に 活性 化 さ れる 。 
[0173] 

タイ ム ア ウ ト の 場合 に 誰 宛 に も メー ル を 送ら ず 実 際 に は メー ル の 送信 を キャ ン セ ル し メ 
イン メニ ュー に 戻る こと が で きる よう に 、 パ ラメ ー タ 「 無 返答 時 の 最大 繰り 返し 回 数 」 は 
例え ば その デフ ォ ル ト 値 3 に 設定 され る 。 同様 に 、 ア プリ ケー ショ ン の デフ ォ ル ト 選択 で 
ある 「 出る 」 と 言う こと に より 主 メ ニュ ー に 戻る こと が で きる よう に する ヘル プ 機 能 は ユ 
ー ザ が 連絡 先 を も は や 思い 出さ な い 場 合 の た め の も の で ある 。 こ の 場合 、 例 えば 触覚 セン 
サ に より NAO は 連絡 先 の リス ト を 告げ る 。 

[0174] 

メー ル を 直接 送信 する 場合 、 ま た は そう で な けれ ば 受信 メッ セー ジ に 応答 する 場合 、 ロ 
ボッ ト は ユー ザ の メッ セー ジ を 記録 する こと に な る 。 

【0175】 

メッ セー ジ を 終了 する と 、 ロ ボッ ト は 記録 され た メッ セー ジ を 再読 し 、 次 に 例え ば 以下 
の 様々 な 相互 作用 を 提案 する 選択 ボッ クス を 開始 する 。 

ー それ を 再生 する ノ プ メ ッ セ ー ジ を 再生 する 私 の メッ セー ジ を 再生 する : NAO は メッ 
セー ジ を 再読 する 。 

ーー メッセ ー ジ を 再 記録 する 私 の メッ セー ジ を 再 記録 する ご それ を 再 記録 する 。 メッセ 
ー ジ は 、 最初 の も の が 適切 で な けれ ば 再 記 録 す る こと が で きる 。 

- それ を 送信 し な い / 送 信 し な い プ メッ セー ジ を 送信 し な い 。NAO は メッ セー ジ を 送 
ら ず 、 ア プリ ケー ショ ン の 前 の レベ ル に 戻る こと に な る 。 

ー それ を 送る プ メ ッ セ ー ジ を 送る 私 の メッ セー ジ を 送る 。 NAO は メッ セー ジ を 送る 


ーー タイムアウト の 場合 、 メ ッ セ ー ジ が 送ら れる 。 

ー「 出る 」 要求 また は 繰り 返し に 伴う 失敗 な どの タイ ム ア ウ ト で な い ボ ックス か ら 「 他 
DI 出る 場合 、 ア プリ ケー ショ ン は 前 の レベ ル に 戻る 。 

[0176] 

パラ メー タ は 主 メ ニュ ー の 選択 ボッ クス の も の と ほぼ 同じ で あり 、 パ ラメ ー タ 「 RES 
時 の 最大 繰り 返し 回 数 」 は 1 に 設定 され る 。 何 回 の 無 返答 の 後に ロボ ッ ト は タイ ム ア ウ ト 
が あっ た と 考え る か を 示す パラ メー タ 「 音声 認識 タイ ム ア ウ ト 」 と 、「 確認 時 の 音声 認識 
タイ ム ア ウ ト 」 は 、 ユ ー ザ が 何 も 言 わ ず に メッ セー ジ を 容易 に 送る こと が で きる よう に 例 
えば デフ ォ ル ト 設定 の 6 秒 の 代わ り に 4 秒 に 設定 する こと が で きる 。 

[0177] 

選択 ボッ クス は また 、 ボ ックス の 使用 の 継続 時 間 全体 に わた っ て 一 定 で ある パラ メー タ 
に より 静 的 な や り 方 で 構成 する こと が で きる 。 し か し な が ら 質 問 を 自動 的 に 生成 する シス 
テム の 利用 の 枠組 み 内 で は 、 パ ラメ ー タ は 自動 的 に 調整 され て も よい 。 例え ば 、As A 
n Angel 社 に より 開発 され た も の な どの 会 話 型 エー ジェ ント の 利用 の 枠組 み 内 で は 
、 前記 エー ジェ ント は 、 そ れ が 自動 的 に 生成 する こと に な る 、 質 問 - 回 答 の 機能 と し て 選 
択 ボ ックス を 構成 する こと が で きる 。 

[0178] 

特に 本 発明 の 実施 を 容易 に する よう に 他 の 改良 が 、Choregraphe ビ ヘイ ビア 
開発 ソフ トウ ェ ア に 対し な され た 。 以下 に その 説明 を 行う 。 
[0179] 

Choregraphe ボ ックス は 、 支 援 さ れる プロ グラ ミン グ 言 語 の 1 つの スク リプ 
ト に よっ て 実施 され る 。 こ の ボッ クス が 、 繰り返し 回 数 、 ロ ボッ ト に より 利用 され る 言語 
、 ロ ボッ ト が 話さ な けれ ば な ら な い テ キス ト な どの いく つか の パラ メタ ー タ 化 可能 な 熊 
を 有する 場合 、 こ れ ら の 情報 の 項目 は ボッ クス の スク リプ ト 中 に 直接 組み 込ま れる 。 ボッ 
クス の パラ メー タ の 修正 が 望ま れる 場合 、 例 えば それ を 違っ た や り 方 で 使用 する た め に そ 
れ を 複製 し た 後 、 そ の 行動 を 変え る た め に は ボッ クス の スク リプ ト を 修正 する 必要 が ある 
。 こ れ は 、 使 用 され る スク リプ ト 言 語 の 完全 な 知識 の 無い ユー ザ が 実行 する こと を 望む あ 
り ふ れ た 操作 で あっ て 、Choregraphe ユ ー ザ の 生産 性 を 改良 する た め の も の で 
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ある の で 、 ボ ックス スク リプ ト を 構成 する こと が で きる よう に 特別 の イン ター フェ ー ス が 
開発 され た 。 こ の 機能 に は 2 つの 態様 が ある 。 
[0180] 

Chor egraphe イ ンタ ー フ ェ ー ス で は 、 ユ ー ザ は 、 ボ ックス の 入力 と 出力 を 生 
成す る こと が で きる の と 同じ や り 方 で 、 ボ ックス の 属性 を 編集 する た め の ウ ィ ン ド ウ 内 に 
「 ボッ クス パラ メー タ 」 を 生成 する 可能 性 を 有する 。 各 「 ボッ クス パラ メー タ 」 は 、 名 前 
、 説 明 、 タ イプ ( ブーリアン 、 整 数 、 浮 動 小 数 点 、 文 字 列 の 中 か ら ) を 有する 。 各 「 ボッ 
クス パラ メー タ 」 は タイ プ の 関数 と し て デフ ォ ル ト 値 な どの 追加 属性 を 有する こと が で き 
Do 最後 に 、「 ボッ クス パラ メー タ 」 は 親 ボ ックス か ら 継 承 す る も の と し て 定義 され て も 
よく 、 こ れ は 、 値 が 決定 され る や り 方 に 影響 た 与え る こと に な る 。「 ボッ クス パラ メー タ 
」 が 定義 され る と 、 ボ ックス は 、 ае виро り そ の チャ ー ト 内 に 表示 
され る 。 ユ ー ザ が この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、「 ボッ クス パラ メー タ 」 編集 ダイ アロ 
グ が 開き 、 ユ ー “лолу ан у 義 さ れる 随意 的 制約 条件 の 枠組 
BANAT. KI ボッ クス パラ メー タ 」 に 関連 する 値 を 定義 む わる こと が で きる 。 

[0181] 

ボッ クス の スク リプ ト で は 、 ボ ックス の 著者 は 、 今 後 、 引 き 数 と し て 「 ボッ クス パラ メ 
ー タ 」 と 称す る いく つか の 機能 の 助け を 借り て 「 ボッ クス パラ メー タ 」 に アク セス する こ 
と が で きる 。 ボ ックス の 著者 は 「 ボッ クス パラ メー タ 」 の 現在 値 を 調べ て 、 そ れ を 変更 す 
る こと が で きる 。 ま た 、 ボ ックス の 著者 は 、Choregraphe 内 に 現われ な い が ボ 
ックス の スク リプ ト 内 の 一 時 記憶 と し て 機能 する こと が で きる 動 的 「 ボッ クス パラ メー タ 
」 を 生成 する こと が で きる 。 パラ メー タ の 現在 値 は 、 親 ボッ クス か ら 継 承 し た も の か 否 か 
マー キン グ さ れる こと に 依存 する 。 そ れ で な い 場 合 ( デフ ォ ル ト の 場合 ) 、「 ボッ クス パ 
ラメ ー タ 」 は ボッ クス に 固有 で ある 。 ボ ックス の スク リプ ト が それ を 調べ る と 、 そ の 現在 
値 が 単純 に 返さ れる 。 パラ メー タ の 現在 値 が 、 継 承 す る と し て マー キン グ さ れる と 、 値 の 
読み 込み 中 に 、 同 じ 名 前 の 「 ボッ クス パラ メー タ 」 を 含む 親 ボ ックス が 見 つか る まで ボッ 
クス チャ ー ト の 階層 中 の 逆 追 跡 (backtracking ир) が 発生 する 。 何 も 見 
つか ら な けれ ば 現在 の ボッ クス の 現在 値 が 使用 され る 。 

[0182] 

さら に 、 ロ ボッ ト が その カメ ラ の 視界 に 入る 対象 物 を 認識 で きる よう に する ソフ トウ ェ 
アモ ジュ ー ル が 、 ロ ボッ ト に 利用 可能 で ある 。 但し 、 認 識 さ れる 対象 物 は 、 最 初 に 学習 段 
階 に お いて 学ば れ な けれ ば な ら な い 。 こ の 学習 は Chor egraphe 内 の 特定 イン タ 
ー フ ェ ー ス の 助け を 借り て 実行 され る 。 

[0183] 

この イン ター フェ ー ス は 、 ロ ボッ ト の カメ ラ に より 送ら れる 映像 を 実 時 間 で 表示 する 。 
画像 は 、Ch or e gr a phe が カメ ラ と 正しく 構成 され た 映像 キャ プチ ャ ー モ ジュ ー 
ル と を 有する ロボ ッ ト に 接続 され た 時 だ け 、 利 用 可能 で ある 。 映像 ディ スプ レイ が 活性 化 
され る と 、 ユ ー ザ は 学習 を トリ ガ す る こと が で きる 。 次 に 、 カ ウン ト ダ ウン が 画像 上 に 現 
DA SD яа ザ は カメ ラ の 前 の 対象 物 を 提示 する の に 例え ば 4 秒 を 有する 。 カウ 

и аА у Ар ザ は 、 固 定 画像 上 に ポリ 

ン を 描く こと に より 画像 内 の 興味 の ある 対象 物 の 輪郭 を 描か な けれ ば な ら な い 。 ポ リ ゴ 

к れる と 、 Боан O 対象 物 を 定義 むす わ も キー ワー ド を 入力 する よう ユー 

ザ に 依頼 する 。 


[0184] 
с; о ザコ ンピュータ 上 に 保存 され る デー タ ベ 
ー ス 内 に エン トリ を 生成 する 。 学習 が 終了 する と 、 ボ タン は ロボ ッ ト に デー タベース の 縮 


Бе лм で きる よう に する 。 こ の と き 、 和 物体 認識 モジ ュー ル は この デー タベース 
を 使用 する こと に な る 。 対象 物 が 認識 され る と 、 関 連 キ ー ワ ー ド を 含む 事象 が ロボ ッ ト 上 
で トリ ガ さ れる 。 

[0185] 

Choregraphe は また 、 ロ ボッ ト の 行動 の エディ タ で ある 。 図 4 に 対す る 注釈 
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と し て 先 に 説明 し た よう に 、 行 動 は 、 ロ ボッ ト に より 実行 され 得る コン ピュ ー タ プロ グラ 
ム と 同様 な オブ ジェ クト で ある 。 こ れ ら の 行動 を イン スト ー ル し ロボ ッ ト 上 で 実行 する た 
め に 、 ロ ボッ ト 上 の 行動 を 管理 する た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス の 開発 が 行わ れ た 。Chor 
egraphe が ロボ ッ ト に 接続 され る と 、 ア プリ ケー ショ ン の メニ ュー の エン トリ に よ 
り 行動 マネ ー ジ ャ を 表示 で きる よう に する 。 こ れ は 、 こ れ ら を 操作 する た め の 一 組 の ボタ 
ン だ け で な く ロ ボッ ト 上 に イン スト ー ル され る 行動 の リス ト も 表示 する モー ダル ウィ ンド 
ウ で ある 。 
[0186] 

イン スト ー ル され た 行動 毎 に 、 そ の 名 前 と 、 そ の 状態 ( 現在 実行 中 か 実行 中 で な いか ) 
と 、 ロ ボッ ト が 始動 され る と 行動 が 実行 され な けれ ば な ら な いか どう か を 定義 する 属性 と 
、 が 表示 され る 。 行動 を 開始 また は 停止 す も る た め に は 、 そ の 現在 状態 を 表示 する アイ コン 
を クリ ッ ク す る こと で 十分 で あり 、 そ の 効果 は 状態 を トグル 切り 替え する こと で ある 。 行 
動 が 終了 され る と 、 状 態 は 自動 的 に 元 に 切り 替え られ 「 停止 され る 」。 属性 「 スタ ー ト ア 
ッ プ 開始 」 は チェ ッ ク マ ー ク が 付け られ る ボッ クス で ある 。 こ れ は 属性 の 現在 値 を 示し 、 
ユー ザ は この 値 を 変え る た め に これ を 単純 に クリ ッ ク す る こと が で きる 。 
[0187] 

行動 の リス ト と 共に 表示 され る ボタ ン は 、 行 動 の いく つか を 追加 する こと 、 行 動 の いく 
つか を 削除 する こと 、 行 動 の いく つか を ユー ザコ ンピュータ に 転送 する こと が で きる よう 
に する 。 し た が っ て ユー ザ は 、 ロ ボッ ト 上 に イン スト ー ル され た 行動 を 、 あ た か も それ ら 
が 彼 の コン ピュ ー タ 上 の ファ イル か の よう に 、 極 め て 容易 に 操作 する こと が で きる 。 特に 
、 ユ ー ザ は 、 行 動 を 、 ロ ボッ ト 上 に 記録 する 必要 無く 、 ダ ウン ロー ド し 、 修 正 し 、 彼 の コ 
ンピュータ 上 に 再 イ ンス トー ル す る こと が で きる 。 
【0188】 

この と き ユ ー ザ に より イン スト ー ル され た 行動 は 、 時 間 的 一 致 の 制約 条件 下 で 、 お よび 
様々 な 行動 ボッ クス 、 行動 フ レー ム 、 お よび タイ ムラ イン に より 定義 され た 行動 間 で 並行 
し て 実行 する こと が で きる 。 
[0189] 

上 に 述べ た 例 は 本 発明 の 実施 形態 の 例示 と し て 与え られ た 。 こ れ は 決し て 本 発明 の 分 野 
を 限定 する も の で は な く 、 本 発明 の 分 野 は 以下 の 特許 請求 範囲 に より 規定 され る 。 
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【 図 5】 
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【 図 7b】 【 図 7c】 
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Г 41 Оа) 【 図 10b】 
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